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料資

最

高

裁

判

所

破

棄

判

例

研

究

北

海

学

道

r;k 

大

学

h. 
A 

北
海
道
大
学
法
学
会
の
昭
和
三
十
一
年
度
に
お
け
る
計
画
の
一
つ
と
し
て
、
法
律
学
を
専
攻
す
る
者
全
員
で
構
成
さ
れ
る
法
律
懇
談
会

そ
の
成
果

を
本
誌
本
号
以
降
に
連
載
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。
事
情
の
許
す
か
ダ
り
来
年
度
以
降
も
こ
の
計
前
を
継
続
し
て
い
く
考
え
で
い
る
。
な

で
最
高
裁
判
所
判
例
集
第
九
巻
以
降
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
破
棄
判
例
を
取
上
げ
て
判
例
批
評
の
形
式
で
の
研
究
発
表
を
行
い
、

ぉ
、
研
究
会
に
お
い
て
は
研
究
対
象
と
し
て
一
応
破
棄
判
例
の
全
部
を
取
上
げ
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
そ
の
成
果
の
全
部
を
本
誌
に
掲

載
す
る
こ
と
は
種
々
の
事
情
か
ら
望
め
な
い
の
で
、
本
誌
に
掲
載
す
る
も
の
は
、
原
則
と
し
て
右
の
う
ち
比
絞
的
重
要
と
判
断
さ
れ
る
も

の
に
限
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、

同
じ
四
白
か
ら
一
、
批
評
の
形
式
に
お
い
て
も
少
な
か
ら
ぬ
制
約
を
う
け
、
組
方
も
本
文
を
二
段

に
組
む
と
い
う
異
例
を
あ
え
て
し
て
い
る
。
連
載
を
は
じ
め
る
に
当
っ
て
一
言
事
情
を
明
ら
か
に
し
た
く
思
っ
た
次
第
で
あ
る
。

(
本
誌
編
集
委
員
・
北
海
道
大
学
法
学
会
幹
事
)

民

事

〔
事
実
及
び
判
旨
〕

閉
鎖
機
関
日
本
製
線
航
燦
工
業
統
制
組
合
(
原
告
、

歩d

伊j

控
訴
人
、
被
上
告
人
、
以
下
X
と
称
す
る
)
は
東
洋
製
線
株
式
会
社
(
被
告
、

物
の
給
付
の
執
行
不
能
の
場
合
に
お
け
る
履
行
に
代
る
損
害

賠
償
額
算
定
の
標
準
時
期

被
控
訴
人
、
上
告
人
、
以
下
Y
と
称
す
る
〉
に
対
し
昭
和
一
九
年
八
月
一
九

日
線
材
の
仲
延
加
工
を
委
託
し
て
そ
の
所
有
線
材
約
一
一
一
一
一
一
ト
ン
を
引
渡
し

た
が
、
右
加
工
委
託
契
約
は
そ
の
後
一
年
程
し
て
X
Y
双
方
の
合
意
に
よ
り

昭
和
三
O
年
一
月
一
一
一
日
第
二
小
法
廷
判
決
(
昭
一
一
八
(
オ
)
九
六
八

号
、
委
託
線
材
返
還
請
求
事
件
)
最
高
裁
民
集
九
巻
一
号
二
一
一
頁

解
除
さ
れ
た
。

Y
は
解
除
前
慨
に
約
八
ト
ン
の
線
材
を
加
工
し
て
X
に
引
渡

- 66-



し
て
お
り
、
叉
解
除
後
は
残
余
の
線
材
の
う
ち
約
二
一
J
0
ト
ン
を
X
に
返
還

し
て
い
る
が
、
な
お
そ
の
余
の
線
材
一
七
二
ト
ン
に
つ
い
て
は
X
の
再
参
の

請
求
に
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
を
返
還
し
よ
う
と
し
な
い
。
そ
こ
で
X
は
、
右
線

材
一
七
三
ト
ン
の
引
渡
を
求
め
る
と
共
に
、
も
し
引
渡
の
強
制
執
行
が
不
能

と
な
っ
た
場
合
は
右
引
渡
に
代
る
損
害
賠
償
の
支
払
を
求
め
る
と
し
て
本
訴

請
求
に
及
ん
だ

Q

一
審
で
は
X
が
敗
訴
し
た
が
、
二
審
判
決
は
X
の
請
求
を
全
面
的
に
認
容

し
、
殊
に
、
履
行
に
代
る
損
害
賠
償
の
請
求
に
つ
い
て
は
、

X
が
y
rト
対
し

返
還
を
求
め
て
い
る
聞
に
「
経
済
事
情
の
変
動
で
本
件
線
材
の
市
場
価
格
は

次
第
に
高
く
な
り
、
昭
一
一
一
一
一
年
一

O
月
一
一
一
一
一
日
当
時
に
お
い
て
は
一
ト
ン
金

五
万
四
千
円
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
右

に
述
べ
る
よ
う
な
事
情
の
も
と
に
お
い
て
は
、

Y
に
た
い
す
る
線
材
の
引
渡

執
行
が
不
能
に
終
っ
た
と
き
は
、

X
は
Y
の
不
履
行
に
よ
り
右
金
額
相
当
の

損
害
を
被
む
る
に
い
た
っ
た
も
の
と
解
す
る
を
さ
ま
た
げ
ず
:
・
:
」
と
判
示

最高裁判所破棄判例研究

し
て
、

Y
に
右
金
額
の
支
払
を
命
じ
た
ω

そ
こ
で
Y
は
上
告
、
理
由
の
中
で
、

従
来
の
大
審
院
判
例
(
昭
和
一
五
年
三
月
一
一
一
一
日
民
聯
判
、
昭
和
七
年
七
月

二
九
日
民
五
部
判
等
)
に
お
い
て
は
、
本
来
の
給
付
の
請
求
と
同
時
に
そ
れ

に
代
る
履
行
不
能
の
際
の
損
害
賠
償
が
予
備
的
に
請
求
さ
れ
て
い
る
場
合
に

は
、
そ
の
賠
償
額
は
事
実
審
の
口
頭
弁
論
終
結
時
に
お
け
る
本
来
の
給
付
の

価
額
を
標
準
と
し
て
算
定
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
さ
た
の
で
あ
る
が
、
原
町
骨

の
口
副
弁
論
終
結
時
は
昭
和
二
八
年
円
月
一
一

O
日
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、
原
判

決
は
そ
れ
よ
り
約
五
年
以
前
の
時
期
の
価
額
を
僚
準
と
し
て
賠
償
額
を
算
定

ーし
f

し、、
d

v
l、
日

}ν
』
ι
d
'

か
か
る
判
決
は
大
事
骨
院
の
判
例
に
反
す
る
も
の
で
あ
り
破
棄
せ

ら
る
べ
き
市
に
あ
る
、
と
述
べ
た
。

こ
れ
に
対
す
る
最
高
裁
の
判
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
原
判
決
は
、

X
の
履
行
に
代
る
損
害
賠
償
の
予
備
的
請
求
に
つ
き
、
昭
和

二
三
年
一

O
月
一
一
一
一
一
日
当
時
に
お
け
る
木
来
の
給
付
の
価
額
を
標
準
と
し
て

損
害
額
を
算
定
し
、
上
青
人
に
右
金
額
の
支
払
を
命
じ
た
。
し
か
し
な
が
ら

物
の
給
付
を
請
求
し
う
る
債
権
者
が
本
来
の
給
付
の
請
求
に
あ
わ
せ
て
そ
の

執
行
不
能
の
場
合
に
お
け
る
履
行
に
代
る
損
害
賠
償
を
予
備
的
に
請
求
し
た

と
ぎ
は
、
事
実
審
裁
判
所
は
、
右
請
求
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
最
終
日
頭
弁

論
期
日
当
時
に
お
け
る
本
来
の
給
付
の
価
額
に
相
当
す
る
損
害
賠
償
を
命
、
す

べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
大
審
院
判
例
の
一
示
す
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
(
昭
和

一
五
年
三
月
二
二
日
民
事
聯
合
部
判
決
、
民
集
一
九
巻
五
三

O
頁
参
照
〉
、

当
裁
判
所
は
、
右
判
断
は
相
当
で
あ
り
こ
れ
を
維
持
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

し
か
る
に
、
原
審
の
最
終
口
頭
弁
論
矧
日
が
昭
和
一
一
八
年
四
月
二

O
日
で
あ

る
こ
と
は
記
録
上
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
居
間
判
決
の
前
記
損
害
額
の
認
定
は

法
令
の
解
釈
を
誤
っ
た
違
法
が
あ
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

か
も
、
原
審
の
最
終
口
頭
弁
論
期
日
当
時
の
本
来
の
給
付
の
価
額
が
い
く
ら

で
あ
る
か
は
原
判
決
の
確
定
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
も
し
そ
の
価
額
が
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料

前
記
価
額
よ
り
も
低
い
場
合
に
は
、
原
判
決
主
文
は
と
う
て
い
こ
れ
を
維
持

資

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
前
記
違
法
は
判
決
主
文
に
影
響
あ
る
も
の
と

な
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
き
れ
ば
論
旨
は
理
由
が
あ
り
、
原
判
決
は
破
棄
を
免

れ
な
い
。
」

〔
一
評
釈
〕
判
回
目
に
賛
成
す
る
。

債
権
者
が
本
来
の
給
付
請
求
と
併
合
し
て
将
来
の
執
行
不
能
時
に
お
け
る

填
補
賠
償
請
求
を
並
位
的
に
訴
求
し
た
場
合
、
そ
の
填
補
賠
償
額
は
、
最
終

口
頭
弁
論
終
結
当
時
の
時
価
を
標
準
と
し
て
算
定
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
判

旨
の
立
場
は
、
判
旨
が
い
う
如
く
、
従
来
の
大
審
院
判
例
に
お
い
て
確
立
継

承
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
〈
判
旨
が
引
用
し
て
い
る
昭
和
一
五
・
=
了
一

三
民
聯
判
の
他
、
大
正
五
・
六
・
七
大
民
三
判
・
民
録
一

一
四
一
頁
、
大
正

七
-
一
・
二
八
大
民
二
判
・
民
録
五
一
頁
、
昭
和
五
・
五
・
二
二
大
民
一
判
・

新
聞
一
一
二
三
四
号
七
頁
、
昭
和
七
・
一
一
・
八
大
民
五
判
・
法
学
二
巻
七
号

一
一
七
頁
、
昭
和
一
三
・
四
・
一
九
大
民
二
判
・
法
学
七
巻
二
一
号
一
六
七

判
旨
も
叉
「
右
判
断
は
相
当
で
あ
り
:
:
・
維
持
す
べ
き
も

の
」
と
考
え
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。
そ
こ
で
従
来
の
判
例
及
び
判
旨
の
理

論
的
根
拠
を
初
期
の
判
例
に
つ
い
て
み
る
と
、
大
五
・
六
・
七
の
判
決
は
、

債
権
者
が
「
債
務
者
ノ
履
行
ヲ
為
シ
能
川
サ
ル
場
合
ア
ル
ヲ
予
想
シ
物
件
給

一
頁
等
参
照
)
、

付
ノ
請
求
-
一
附
加
シ
之
四
一
代
ル
ヘ
キ
損
害
賠
償
ヲ
請
求
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
賠

償
額
二
債
務
ノ
目
的
タ
ル
物
件
ノ
換
算
額
ヲ
請
求
ス
ル
ニ
外
ナ
一
フ
サ
ル
ヲ
以

テ
其
ノ
額
ノ
算
定
ハ
判
決
当
時
-
一
於
一
ア
其
物
ノ
有
ス
ル
価
格
ヲ
以
テ
標
準
ト

為
サ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
蓋
シ
斯
ル
場
合
-
一
於
ケ
ル
原
告
請
求
ノ
趣
旨
ハ
履
行
時

期
以
後
ニ
於
ケ
ル
経
済
状
態
ノ
変
動
ニ
依
ワ
物
ノ
価
格
二
両
下
ヲ
生
シ
タ
ル

場
合
ト
隣
モ
判
決
執
行
当
時
-
一
於
一
ア
英
物
ノ
引
渡
ヲ
受
ク
ル
カ
若
シ
之
ヲ
受

ケ
能
ハ
サ
ル
場
合
一
一
於
テ
其
換
算
額
ノ
支
払
ヲ
交
ク
ル
ニ
於
テ
ハ
物
ノ
引
渡

ヲ
受
ケ
タ
ル
ト
同
一
ノ
価
値
ヲ
有
セ
シ
メ
ン
ト
λ

ル
ニ
在
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
」

と
判
示
し
、
叉
大
七
・
一
・
二
八
の
判
決
は

「
此
ノ
場
合
-
一
於
ケ
ル
賠
償

ハ
債
務
ノ
目
的
タ
ル
物
件
/
価
額
7
換
算
シ
以
テ
共
直
接
履
行
一
一
代
用
ス
ル

モ
ノ
ニ
シ
テ
判
決
執
行
当
時
二
於
テ
債
権
者
カ
其
換
算
額
ノ
支
払
7
受
ク
ル

ハ
直
接
其
物
ノ
返
還
ヲ
受
ク
ル
ト
経
済
上
事
モ
呉
ナ
ル
所
ナ
シ
而
シ
テ
判
決

執
行
当
時
ノ
価
額
ハ
予
メ
之
ヲ
算
定
ス
ル
ニ
由
ナ
キ
ヲ
以
テ
判
決
当
時
ノ
価

傾
ヲ
標
準
ト
ス
ル
ノ
外
ナ
ケ
レ
パ
ナ
リ
ハ
大
正
五
年
ハ
オ
)
一
八

O
号
同
年
六

月
七
日
判
決
参
照
)
」
と
判
示
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
判
例
は
い
ず
れ
も
、
単

に
そ
の
結
論
の
み
を
判
示
す
る
か
、
或
は
せ
い
ぜ
い
右
の
両
判
決
を
引
用
す

る
に
止
ま
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
そ
の
立
場
は
右
の
判
例
に
お
い
て
示
さ

れ
て
い
る
理
論
構
成
と
殆
ど
大
差
な
い
も
の
と
考
え
て
誤
り
な
い
で
あ
ろ

う
。
私
も
叉
、
判
旨
と
同
級
、
従
来
の
判
例
理
論
を
正
当
で
あ
る
と
考
え

る。
そ
も
そ
も
、
履
行
遅
滞
に
基
く
債
務
不
履
行
は
、
遅
滞
に
よ
っ
て
生
じ
た

損
害
の
賠
償
請
求
権
(
遅
延
賠
償
請
求
権
)
を
生
ぜ
し
め
る
も
の
で
あ
る
こ
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と
は
疑
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
直
ち
に
、
本
来
の
給
付
の
一
履
行
に

代
る
損
害
賠
償
請
求
権
(
填
補
賠
償
請
求
権
)
を
発
生
せ
し
め
る
と
い
う
性

質
の
も
の
で
は
な
い
。
民
法
は
、
例
え
ば
四
一
四
条
一
項
が
示
す
如
く
、
債

務
不
履
行
の
場
合
に
は
何
よ
り
も
先
ず
本
来
の
債
権
内
容
を
強
制
的
に
実
現

せ
し
め
る
こ
と
を
建
則
と
し
て
お
り
、
履
行
に
代
る
填
補
賠
償
は
、
こ
の
本

来
的
な
債
権
内
容
の
実
現
が
不
可
能
・
不
適
当
な
場
合
に
お
け
る
第
二
次
的
・

補
充
的
な
性
質
を
有
す
る
も
の
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ

の
よ
う
な
民
法
の
技
術
的
構
成
は
、
こ
れ
を
例
え
ば
債
務
者
の
利
益
と
関
連

さ
せ
て
考
え
る
場
合
(
例
え
ば
、
遅
滞
後
に
お
け
る
履
行
の
提
供
と
い
え
ど

も
、
そ
れ
が
債
権
の
目
的
を
達
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
且
つ
、
遅
延
賠
償
を
も

含
め
て
行
わ
れ
て
い
る
以
上
は
、
債
権
者
に
お
い
て
そ
の
受
領
を
拒
絶
出
来

な
い
と
す
る
判
例
・
通
説
を
参
照
)
、

な
お
実
質
的
に
充
分
な
意
味
を
国
内
え

最高裁判所破棄判例研究

て
い
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
木
来
の
債
権
内
容
が
填

補
賠
償
請
求
権
に
転
換
す
る
に
は
、
一
定
の
要
件
が
必
要
な
の
で
あ
る
(
乙

の
点
は
、
大
正
四
・
六
・
二
一
大
三
民
判
・
民
録
九
三
二
氏
、
大
正
七
・
四
・

一
一
大
一
民
判
・
民
録
六
一
五
頁
の
如
く
、
債
権
者
は
「
遅
滞
後
一
一
於
ケ
ル

給
付
カ
債
権
者
ノ
利
益
ト
為
ラ
サ
ル
場
合
又
?
・
:
:
遅
滞
ノ
為
メ
ニ
給
付
不

能
ヲ
生
ス
ル
場
合
」
を
除
い
て
は
「
契
約
解
除
ノ
手
続
ヲ
為
サ
ズ
シ
テ
」
履

行
遅
滞
を
理
由
と
す
る
填
補
賠
償
を
請
求
し
得
な
い
と
い
う
立
場
を
採
ろ
う

と
、
或
は
叉
、
昭
和
八
・
六
・
一
一
一
一
大
民
判
・
民
集
一
四
三
七
頁
の
如
く
、

相
当
の
期
聞
を
定
め
て
催
令
し
て
も
町
務
が
履
行
さ
れ
な
い
と
き
は
債
権
者

は
っ
雨
今
以
後
木
旨
-
一
従
7

底
行
ハ
最
平
之
ヲ
受
ケ
ス
唯
履
行
-
一
代
ル
損
害

賠
償
7
得
テ
甘
ン
セ
ン
ノ
ミ
ト
言
明
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
填
補
賠
償
を
請

何
等
変
り
は
な
い
と
い
え
る
)
。
と

求
し
得
る
と
い
う
立
場
を
採
ろ
う
と
、

こ
ろ
で
、
本
件
に
お
け
る
Y
の
債
務
不
履
行
は
合
意
酬
明
除
の
効
果
と
し
て
発

生
し
た
原
状
回
復
義
務
の
履
行
遅
滞
な
の
で
あ
る
が
、

X
は
そ
れ
に
対
し
て

あ
く
ま
で
も
本
来
の
給
付
の
履
行
を
請
求
し
、
そ
れ
と
附
加
的
に
、
そ
の
履

行
の
強
制
実
現
が
不
可
能
と
な
る
場
合
に
そ
な
え
、
将
来
発
生
す
る
こ
と
あ

る
べ
き
履
行
に
代
る
損
害
賠
償
を
併
合
訴
求
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
即
ち
、

こ
の
場
合
に
お
け
る
本
来
の
給
付
請
求
権
か
ら
の
填
補
賠
償
請
求
権
へ
の
転

換
は
、
将
来
起
り
得
ベ
き
強
制
執
行
の
不
能
を
契
機
と
し
て
行
わ
れ
る
わ
け

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
填
補
賠
償
の
額
は
執
行
不
能
の
際
に
お
け
る

債
権
内
容
の
価
値
、
そ
の
換
算
額
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
と
に
な
る
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
又
、
こ
の
場
合
に
お
け
る
填
補
賠
償
額
算
定
の
時
期
は

1

厳
密
に
論
理
的
に
い
う
な
ら
!
強
制
執
行
が
不
可
能
と
な
っ
た
と

ま
、
換
言
す
れ
ば
本
来
の
給
付
請
求
滋
が
出
演
補
賠
償
請
求
権
に
転
換
す
る
と

き
を
標
準
と
す
べ
き
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
執
行
不
能

時
に
お
け
る
木
来
の
給
付
の
燥
算
額
は
将
来
に
お
い
て
具
体
的
に
確
定
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
笥
に
予
め
こ
れ
を
算
定
し
得
る
も
の
で

な
い
こ
と
は
前
掲
大
正
七
・
一
・
ご
八
の
判
例
が
示
す
、
通
り
で
あ
る
。
然
ら
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料

ば
こ
の
相
場
合
、
大
正
一
豆
・
一

0
・
六
犬
コ
一
民
判
(
民
集
五
巻
七
一
九
頁
)

の
如
く
、
「
例
之
績
害
賠
償
ノ
額
-
一
付
予
メ
芙
ノ
定
ア
ル
場
合
目
的
物
ノ
価

資

額
ハ
一
定
不
変
ノ
性
質
ノ
モ
ノ
ナ
ル
場
合
若
ハ
将
来
騰
貴
ス
ル
コ
ト
ア
ル
モ

下
落
ノ
虞
ナ
キ
場
合
等
ヲ
外
-
一
シ
テ
未
9
具
体
的
-
一
発
生
セ
サ
ル
損
害
ハ
立
〈

ノ
数
額
モ
亦
之
ヲ
知
ル
ユ
由
ナ
キ
」
も
の
で
あ
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
「
請

求
権
ソ
ノ
モ
ノ
ノ
否
定
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
又
有
リ
得
ヘ
キ
ト
コ
ロ
ナ
リ
」
と
す

る
態
度
が
是
認
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
判
旨

が
引
用
し
て
い
る
昭
和
一
五
・
三
・
二
ニ
の
聯
合
部
判
決
は
「
:
:
・
事
実
容

裁
判
所
ハ
最
後
ノ
口
頭
弁
論
当
時
-
一
於
ケ
ル
木
来
ノ
給
付
ノ
価
額
ヲ
判
定
シ

テ
:
:
:
其
ノ
強
制
執
行
不
能
ナ
ル
ト
キ
ハ
該
価
額
相
当
ノ
損
害
ヲ
為
ス
ベ
キ

、、、、、、、、、、、、、、、

コ
ト
ヲ
命
ス
ル
判
決
ヲ
為
シ
得
ル
モ
ノ
ト
解
ス
ル
ヲ
妥
当
ト
ス
」
と
判
示
し

て
大
正
一
五
・
一

0
・
六
の
判
決
を
覆
え
し
た
か
の
如
き
表
現
を
し
て
い
る

け
れ
ど
も
そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
明
ら
か
で
な
い
。
憎
う
に
、
将
来
に

お
け
る
填
補
賠
償
額
の
漉
定
が
常
に
必
ず
し
も
可
能
叫
に
は
な
い
と
い
う
v
}

と

で
填
補
賠
償
請
求
権
そ
の
も
の
が
否
定
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
、
と
す
る
な
ら

ば
、
債
権
者
は
木
来
の
給
付
の
執
行
不
能
に
直
面
し
て
後
始
め
て
新
し
い
頃

補
賠
償
請
求
の
訴
を
起
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
じ
そ
の
論
理
的

な
正
確
さ
を
強
調
す
る
の
余
り
、
一
体
こ
こ
ま
で
債
権
者
に
不
似
を
強
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
そ
の
当
否
は
か
な
り
疑
問

で
あ
る
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
お
よ
そ
、
債
務
不
履
行
に
よ
っ
て
生

じ
た
損
告
は
す
べ
て
賠
償
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
近
代
法
の
原
別
で

あ
り
、
国
家
権
力
は
出
来
る
限
り
こ
の
実
現
を
保
障
す
る
の
が
態
舗
で
あ
る

以
上
、
し
か
し
て
、
そ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
、
本
来
の
給
付
請
求
と
併
合
し

て
執
行
不
能
の
場
合
に
お
け
る
填
補
賠
償
請
求
を
訴
求
す
る
必
要
利
益
が
債

権
者
に
認
め
ら
れ
て
い
る
以
上
、
同
家
権
力
は
、
債
務
者
の
利
益
を
不
当
に

寝
し
な
い
限
度
に
お
い
て
可
能
な
限
り
そ
の
請
求
の
実
現
に
助
力
す
べ
き
で

あ
る
。
然
ら
ざ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
、
木
来
の
給
付
と
執
行
不
能
の
場
合
の
填

補
賠
償
の
併
合
請
求
を
認
め
て
ぎ
た
判
例
の
一
努
力
自
体
が
無
意
味
な
も
の
に

な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
昭
和
一
五
・
三
・
二
二

の
聯
合
部
判
決
が
、
債
権
者
は
執
行
不
能
の
場
合
に
お
け
。
る
履
行
に
代
る
損

害
賠
償
を
請
求
し
得
る
と
い
う
前
提
の
上
に
立
っ
て
「
最
後
ノ
口
頭
年
輪
当

時
二
於
ケ
ル
;
:
:
価
額
ヲ
判
定
シ
テ
:
;
・
該
悩
額
相
当
ノ
損
害
ヲ
為
ス
へ
キ

コ
ト
ヲ
命
ス
ル
判
決
ヲ
為
シ
得
ル
モ
ノ
ト

Mλ
ル
ヲ
妥
当
ト
ス
」
と
い
っ
て

い
る
の
は
正
当
で
あ
る
。
さ
て
、
以
上
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
如
く
、
本
件
に

お
け
る
填
補
賠
償
額
算
定
の
標
準
時
期
は
出
来
得
る
限
り
執
行
時
に
近
い
時

期
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
債
務
者

ω利
害
に
対
す
る
配
慮
と

い
う
立
場
か
ら
し
て
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
、
判
旨
が
「
原
審
の

口
頭
弁
論
期
日
当
時
の
本
来
の
給
付
の
価
傾
が
い
く
ら
で
あ
る
か
は
原
判
決

の
確
定
し
な
い
と
こ
ろ
立
あ
る
が
、
も
し
そ
の
似
顔
が
前
記
価
額
よ
り
も
低

い
場
合
に
は
、
原
判
決
、
王
女
は
と
う
て
い
こ
れ
を
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
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い
」
と
い
っ
て
い
る
の
も
又
正
当
で
あ
る
。

な
お
、
最
終
口
頭
弁
論
期
日
当
時
を
標
準
と
す
る
価
減
算
定
が
弐
蓄
の
万

法
と
し
て
是
認
せ
ら
る
べ
き
こ
と
上
述
の
如
く
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
か
く

し
て
算
定
せ
ら
れ
た
価
舗
が
執
行
時
に
お
い
て
下
落
し
た
場
台
に
お
い
て

は
、
債
務
者
に
、
そ
の
蒙
っ
た
不
利
益
を
回
復
す
る
た
め
の
手
段
(
例
え
ば

そ
の
差
額
に
相
当
す
る
不
当
利
得
返
還
請
求
)
が
当
然
認
め
ら
れ
て
し
か
る

べ
き
で
あ
ろ
う
ハ
逆
の
場
合
債
権
者
が
そ
の
差
額
た
る
不
足
分
史
史
に
請
求

出
来
る
か
ど
う
か
は
同
組
で
あ
る

Q

債
権
者
が
将
来
発
生
ナ
る
こ
と
あ
る
べ

ぎ
損
害
に
つ
き
、
自
ら
、
こ
れ
を
判
決
当
時
の
時
点
に
お
い
て
確
定
し
て
も

ら
う
べ
く
請
求
し
た
以
上
、
そ
の
請
求
に
基
い
て
な
さ
れ
た
賠
償
額
の
確
定

は
む
し
ろ
そ
の
確
定
を
希
望
し
た
債
権
者
を
拘
束
す
る
と
み
る
べ
さ
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
こ
の
点
に
つ
き
、
も
は
や
債
権
者
は
更
に
請
求
を
な
し
得

ぺ
ま
正
当
な
利
益

(
S
S
E
S
S
-
5
2
8
8
)
を
有
し
な
い
と
解
す
る
)

O

最高裁判所破棄判例研究

薮

夫
)

投
票
な
か
ば
て
投
票
箱
を
聞
い

τ投
票
ま
取
り
出
し
た
違
法

と
選
挙
の
効
力

昭
和
三

O
年
二
月
一

O
日
第
一
一
小
法
廷
判
決
ハ
昭
和
一
一
七
年
〈
オ
)
一
二

O
一
号
選
挙
無
効
訴
願
裁
決
取
消
請
求
事
件
〉
最
高
裁
民
集
九
巻
二

号
一
四
四
頁

〔
事
実
及
び
制
旨
〕

昭
山
刊
}
一
六
竿
日
月
一
一
一
二
H
H
山
形
県
東
村
山
郡
山
寺
村

C
行
わ
れ
た
村
議

J

策
議
員
ム
び
長
の
選
挙
に
降
、
し
、
「
第
七
授
索
所
に
お
け

る
授
禁
事
務
に
従
事
し
て
い
た
同
村
役
場
東
員
某
が
、
午
前
一
一
時
頃
に
投

奥
山
い
を
開
函
し
、
そ
の
と
さ
ま
勺
に
段
入
さ
れ
た
議
員
及
び
長
の
投
票
各
二

五
五
票
を
附
近
に
あ
っ
た
本
箱
に
移
し
て
こ
れ
を
投
票
所
で
な
い
同
所
一
一
階

に
持
ち
巡
び
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
川
投
票
を
も
と
の
投
票
函
に
戻
し
て
投

票
終
了
後
こ
れ
を
開
票
所
に
巡
搬
し
、
他
投
票
所
の
分
全
部
に
咽
出
入
し
て
開

(
原
審
の
認
定
事
実
〉
と
い
う
事
実
が
め
っ
た
の
で
、
選
挙
人
た

間
前
し
た
」

る
原
告
等
か
ら
、
右
選
挙
の
効
力
に
関
す
る
異
議
、
訴
願
を
綴
て
、
裁
決
の

取
消
お
よ
び
選
挙
の
無
効
判
決
を
求
め
て
出
訴
し
た
。

原
審
仙
台
高
裁
で
は
、
「
右
の
よ
う
な
選
挙
法
規
違
反
行
為
が
あ
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
、
そ
の
こ
と
自
体
直
ち
に
選
挙
の
結
果
に
異
動
を
及
ぼ
す
虞
が

あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
は
行
過
ぎ
で
あ
っ
て
右
の
良
が
あ
る
か
ど
う
か
は
そ

の
前
後
の
具
体
的
事
情
の
如
何
に
よ
っ
て
判
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る

d

け
だ

し
、
右
の
よ
う
な
違
反
行
為
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
当
然
に
授
票
の
改

ざ
ん
、
入
替
等
の
不
正
行
為
に
よ
り
投
票
に
変
動
を
き
た
す
虞
が
あ
る
も
の

と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
の
見
解
の
下
に
、
本
件
は
、
選
挙
事
務
に

会
然
経
験
、
一
を
も
た
な
か
っ
た
前
記
某
が
、
途
中
、
議
員
投
票
用
紙
の
残
枚
数

が
、
村
長
投
票
用
紙
よ
り
も
一
枚
多
い
こ
と
を
発
見
し
、
投
票
函
在
中
の
投

票
数
を
た
し
ら
め
る
為
め
に
行
っ
た
こ
と
勺
、
そ
の
非
常
識
は
大
い
に
責
め
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料

ら
る
べ
き
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
「
投
票
函
を
聞
け
て
か
ら
技
票
を
函
に
戻
す

ま
で
の
聞
に
投
票
の
結
果
を
左
右
す
べ
き
不
正
行
為
が
介
在
し
た
も
の
と
は

認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
右
の
違
法
は
選
挙
の
結
果
に
異
動
を
及
ぼ
す
虞
あ
る

も
の
と
は
い
え
な
い
」
と
し
て
、
原
告
の
請
求
を
棄
却
し
た
。

資

こ
れ
に
対
し
、
本
件
上
告
判
決
は
、
左
記
理
由
に
よ
り
原
判
決
を
破
棄
自

判
し
て
原
告
の
請
求
を
認
容
し
た
。

「
前
記
違
法
事
実
ぬ
著
し
く
選
挙
の
公
正
を
疑
わ
し
め
る
に
足
る
も
の
勺

あ
っ
て
、
不
正
行
為
が
行
わ
れ
得
る
可
能
性
を
有
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
従
っ
て
、
か
か
る
違
法
事
実
は
現
に
不
正
行
為
が
行
わ
れ
た
と
否
と
に

か
か
わ
ら
ず
、
常
に
選
挙
の
結
果
に
異
動
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
か
ら
、

公
職
選
挙
法
一
一

O
五
条
に
い
わ
ゆ
る
『
選
挙
の
結
果
に
異
動
を
及
ぼ
す
震
が

ー
あ
る
場
合
』
に
該
当
す
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
応
。
も
し
原
判
決
の

ご
と
き
見
解
を
と
る
と
、
前
記
の
よ
う
な
違
法
事
実
が
行
わ
れ
た
と
き
で
も
、

こ
れ
に
関
与
し
た
当
事
者
に
つ
い
て
証
拠
調
を
し
不
正
事
実
の
発
覚
し
な
い

限
り
、
選
挙
の
効
力
は
保
持
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
違
法
事
実
に
関
与
し
た

者
を
取
調
べ
て
も
、
そ
れ
ら
の
者
が
口
衰
を
合
せ
て
お
れ
ば
、
況
実
に
不
正

行
為
が
行
わ
れ
た
場
合
で
も
、
不
正
行
為
は
表
面
に
現
わ
れ
ず
、
従
っ
て
選

挙
は
有
効
と
認
め
ら
れ
る
不
都
合
な
結
果
を
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
て

は
、
選
挙
の
公
正
は
、
著
し
く
疑
惑
を
増
す
こ
と
に
な
る
。
き
れ
ば
、
原
判

決
は
こ
の
点
に
お
い
て
違
法
が
あ
り
、
論
回
目
は
理
由
が
あ
る
。
」

本
判
決
は
、
破
棄
判
決
で
あ
る
計
り
で
は
な
く
、
公
織
選
挙
法

二
O
五
条
の
解
釈
に
都
例
を
聞
い
た
も
の
と
し
て
、
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ

る
が
、
遺
憾
な
が
ら
、
そ
の
見
解
に
は
賛
成
だ
き
な
い
。

〔
評
釈
〕

「
公
職
選
挙
法
二

O
五
条
に
い
わ
ゆ
る
『
選
挙
の
規
定
に
違
反
す
る

と
き
』
と
は
、
主
と
し
て
選
挙
管
湿
の
任
に
あ
る
機
関
が
選
挙
の
管
理
執
行

の
手
続
に
関
す
る
明
文
の
規
定
に
違
反
す
る
乙
と
が
あ
る
と
き
、
ま
た
は
直

接
か
よ
行
な
明
文
の
規
定
は
な
い
が
選
挙
法
の
基
本
理
念
た
る
選
挙
の
自
由

公
正
の
原
則
が
著
し
く
旧
害
さ
れ
る
と
き
を
さ
す
」
も
の
で
、
投
票
所
の
係

員
が
投
票
半
ば
で
授
粟
筒
を
開
い
て
授
粟
を
と
り
出
す
よ
う
な
行
為
は
も
と

よ
り
、
法
の
認
め
る
所
で
は
な
く
、
選
挙
の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
に
、
疑

の
余
地
は
な
い
。

次
に
、
右
の
違
反
が
、
「
選
挙
の
結
果
に
異
動
を
及
ぼ
す
虞
が
あ
る
場
合
」

と
い
う
の
は
、
「
も
し
そ
の
違
反
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
選
挙
の
結
果
に
つ

き
あ
る
い
は
異
な
っ
た
結
果
を
生
じ
た
か
も
知
れ
ぬ
と
思
量
せ
ら
る
る
場
合

を
い
凸
と
解
す
る
の
が
至
当
で
あ
る
お
従
っ
て
そ
れ
は
、
観
念
の
世
界

に
お
け
る
措
論
に
外
な
ら
な
い
が
、
問
題
は
、
そ
の
推
論
の
仕
方
に
あ
る
。

原
判
決
は
、
本
件
違
反
行
為
が
あ
っ
た
と
い
う
丈
で
は
十
分
で
は
な
く
、

「
そ
の
前
後
の
具
体
的
事
情
の
如
何
に
よ
っ
て
判
定
す
べ
き
も
の
」
と
し
た

が
、
こ
れ
に
対
し
、
本
件
判
旨
は
、
「
か
か
る
違
法
事
実
は
、
現
実
に
不
正
行

為
が
行
わ
れ
た
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
常
に
選
挙
の
結
果
に
異
動
を
及
ぼ
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す
可
能
性
が
あ
る
か
ら
」
そ
れ
丈
で
、
選
挙
の
無
効
原
凶
と
な
る
と
す
る
。

す
な
わ
ち
、
原
判
決
が
、
個
別
的
・
具
体
的
な
可
能
性
を
問
題
と
し
て
い
る

の
に
対
し
、
本
件
判
旨
は
、
可
能
性
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
、
一
般
的
・
抽
象
的
に
、
行
為
そ
の
も
の
の
性
質
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
も

の
で
、
結
果
の
如
何
に
拘
わ
り
の
な
い
点
で
は
、
む
し
ろ
、
行
為
の
危
険
性

を
問
題
に
し
て
い
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
で
は
、
公
職
選
挙
法
ご

O
五
条

の
解
釈
と
し
て
い
ず
下
が
正
当
で
あ
る
う
か
。

同
条
の
規
定
は
、
一
般
的
に
い
え
ば
、
手
続
上
の
回
収
庇
が
、
行
為
の
効
力

に
影
響
を
及
ぼ
す
限
度
に
つ
い
て
定
め
た
司
も
の
で
、
選
挙
の
特
質
が
そ
こ
に

現
わ
れ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
原
則
の
よ
で
は
、
と
く
に
変
っ
た
定
め
を
し

最高裁判所破棄判例研究

て
い
る
訳
で
は
な
い
@
手
続
は
、
法
の
目
的
に
適
っ
た
結
果
を
持
ち
来
た
す

為
め
の
手
段
的
性
格
を
有
す
る
も
の
で
、
結
果
に
対
す
る
関
係
は
様
々
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
手
続
上
の
殻
庇
が
、
結
果
に
影
響
を
及
ぼ
す
虞
が
あ
る
場
合

に
限
っ
て
、
当
該
行
為
を
無
効
と
す
毛
、
と
い
う
の
は
、
い
わ
ば
、
当
然
の

定
め
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
「
虞
」
の
意
味
を
い
か
に
理
解
す
る

か
が
こ
こ
で
の
問
題
で
あ
る
。

こ
の
問
題
を
一
般
的
に
考
察
す
る
こ
と
は
、
本
稿
の
目
的
で
は
な
い
か
ら
、

こ
こ
で
は
、
焦
点
を
、
選
挙
の
規
定
に
し
ぼ
っ
て
考
え
よ
う
。
選
挙
は
、
選

挙
人
団
の
集
団
的
意
思
表
示
に
よ
る
長
又
は
議
員
の
選
任
行
為
た
る
こ
と
を

本
体
と
し
、
そ
れ
が
、
一
定
の
秩
序
を
保
ち
、
自
由
且
つ
公
正
に
行
わ
れ
る

こ
と
を
保
障
す
る
為
め
に
、
選
挙
の
官
製
執
行
に
関
す
る
謡
の
手
続
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
「
選
挙
の
結
果
に
異
動
を
及
ぼ
す
虞
」
と
い
う
の
は
、

選
挙
の
本
体
た
る
候
補
者
の
当
落
に
影
響
す
る
虞
が
あ
る
場
合
を
指
す
も
の

で
、
選
挙
の
規
定
違
反
が
あ
っ
て
も
、
候
補
者
の
当
落
に
影
響
の
な
い
も
の

で
あ
れ
ば
、
選
挙
を
無
効
と
す
る
理
由
が
な
い
。
こ
れ
は
、
手
続
そ
の
も
の

の
従
た
る
性
質
か
ら
い
っ
て
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
従
っ
て
そ
れ
は
、
現

実
に
存
在
す
る
可
能
性
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
が
で
さ
る
。
現
に

生
じ
た
結
果
の
如
何
に
か
か
わ
り
な
く
、
手
続
上
の
限
蹴
そ
の
も
の
の
中
に
、

不
法
な
結
果
を
生
ず
る
危
険
性
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
丈
で
、
本
件
た
る
選

任
行
為
を
無
効
な
ら
し
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
本
末
顕
倒
の
そ
し
り
を
免
れ

な
い
。
こ
の
意
味
で
、
本
件
判
同
日
の
態
度
に
は
、
根
本
的
な
疑
問
が
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
「
選
挙
の
結
果
に
影
響
を
及
ぼ
す
虞
」
と
い
う
の
は
、
観

念
の
世
界
に
お
け
る
推
論
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
単
な
る
事
実
認
定
の
問
題

で
は
な
く
、
当
該
違
反
行
為
の
、
結
果
に
対
す
る
意
味
を
考
え
て
決
す
べ
き

も
の
で
、
「
そ
の
前
後
の
具
体
的
事
情
」
は
、
か
か
る
判
断
の
資
料
と
な
る
も

の
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
成
る
種
の
手
続
に
違
反
す
る
こ
と
は
、
選
挙
の

公
正
を
著
し
く
阻
害
し
、
そ
の
結
果
、
選
挙
の
結
果
に
影
響
を
及
ぼ
す
虞
な

し
と
す
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
℃
、
当
然
に
、
選
挙
無
効
原
因
と
な
る
こ

と
は
あ
り
得
る

Q

例
え
ば
、
「
選
挙
ザ
起
委
員
会
が
、
投
票
管
理
者
及
び
開

票
管
理
者
の
選
任
以
外
の
服
務
権
限
の
一
切
を
挙
げ
て
村
役
場
事
務
当
局
に
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斜

の任
よし
うて
に選

挙
「カ2

空空
ζ ;i1， 

挙亡
?と
巾い

をう
示よ
え『

な長
ど場

1=1 

よカミ
うそ
なの
場適
合例
iこ ・で

はあ{
る立

当。

資

然
に
、
選
挙
の
結
果
に
異
動
を
生
ず
べ
き
虞
あ
り
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

叉
選
挙
人
の
投
繋
の
自
由
を
妨
げ
る
よ
う
な
事
実
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
選

挙
人
間
の
集
団
的
意
思
表
示
そ
の
も
の
が
、
そ
れ
に
依
っ
て
影
響
さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
を
保
し
難
い
か
ら
、
選
挙
無
効
の
原
因
と
な
ろ
う
。
こ
の
場
合
に

は
、
そ
れ
以
上
の
事
実
(
果
し
て
、
個
々
の
選
挙
人
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
叫
ん

け
た
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
)
を
確
め
る
こ
と
は
、
選
挙
の
秘
密
を
侵
す
こ

と
と
な
っ
て
許
さ
れ
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
の
拙
論
が
為
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
決
し
て
、
「
結
果
の
如
何
に
拘
わ
り

の
な
い
」
と
い
う
意
味
で
当
該
違
反
行
為
の
危
険
性
を
問
題
に
し
て
い
る
の

で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
事
情
に
即
し
て
、
現
実
に
、
不
法
な
結
果

発
生
の
虞
が
在
る
こ
と
を
問
題
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
件
判
旨
も
、
本
件
違
法
事
実
が
、
著
し
く
選
挙
の
公
正
を
疑
わ
し
め
る

に
足
り
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
こ
に
、
不
法
な
結
果
発

生
の
危
険
性
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
危

険
性
が
、
具
体
的
な
事
実
関
係
の
下
に
お
い
て
、
現
実
の
可
能
性
に
転
化
し

う
べ
き
場
合
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
点
に
あ
る
。
し
か
ゐ
に
、
本
件
の
場

合
に
は
、
選
挙
人
団
の
集
団
的
意
思
表
示
に
よ
る
長
及
び
一
一
諮
問
(
の
選
任
行
、
為

そ
の
も
の
は
、
何
等
の
寝
航
な
く
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
結
果
は
、

ひ
と
え
に
、
そ
れ
を
選
挙
公
が
確
認
す
る
に
つ
い
て
妨
げ
を
生
じ
た
か
否
か

の
点
に
か
か
っ
て
い
る
。
し
か
る
に
、
か
か
る
事
実
の
存
否
は
、
証
拠
に
よ

っ
て
確
定
し
得
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
事
実
の
な
い
こ
と
が
朗
ら
か
に
な
れ

ば
、
も
は
や
、
選
挙
の
結
果
に
異
動
を
及
ぼ
す
虞
の
な
い
こ
と
が
朗
自
に
な

っ
た
と
い
わ
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
ま
・
で
選
挙
を
無
効

と
す
べ
き
理
由
は
、
何
等
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

判
己
日
の
立
場
は
、
選
挙
の
公
正
を
と
く
に
一
一
副
視
し
、
山
一
か
で
も
疑
惑
を
止

む
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
自
体
と
し
て
は
、

一
理
な
し
と
し
な
い
が
、
そ
こ
か
ら
直
接
に
出
て
来
る
こ
と
は
、
「
虞
な
し
」

と
判
断
す
る
に
つ
い
て
、
必
要
に
し
て
十
分
な
事
実
は
い
か
な
る
も
の
勺
な

く
て
は
な
ら
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
基
準
か
ら
、
原
判
決
を

批
判
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
事
実
の
如
何
に
拘
わ
り
な
く
、

選
挙
を
無
効
と
す
べ
し
と
い
う
迎
諭
の
根
拠
と
な
る
も
の
は
、
そ
こ
に
は
存

在
し
な
い
の
だ
あ
る
。

叉
、
選
挙
無
効
に
よ
る
再
選
挙
が
、
選
挙
人
凶
の
元
来
の
意
思
を
そ
の
健

再
現
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
い
う
を
ま
た
な
い
所
で
、
要
す
る
に
次
善
の

策
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
必
要
の
最
少
限
度
に
止
む
べ
き
は

当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
選
挙
の
公
正
を
重
ん
じ
て
、
選
挙
無

効
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
に
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
別
の
弊
害
を
生

ず
る
こ
と
を
軽
視
す
ベ
キ
C
V
は
な
い
。
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最
後
に
、
木
件
判
回
目
は
、
木
件
の
よ
う
な
場
合
に
、
選
挙
を
無
効
と

す
べ
き
理
由
と
し
て
、
裁
判
に
よ
る
真
実
発
見
に
限
界
の
あ
る
こ
と
を
強
調

し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
も
論
理
の
飛
躍
が
あ
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
許

り
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
自
体
が
、
裁
判
の
機
能
的
限
界
を
口
実

に
、
開
民
の
負
担
に
お
い
て
、
裁
判
の
放
棄
を
合
理
化
す
る
も
の
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
木
件
判
回
目
が
こ
こ
に
力
点
を
お
い
て
い
る
こ
と
は
、
木
判
決
の

最
大
の
弱
点
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

最高裁判所破棄判例研宛

川
本
判
決
に
つ
づ
い
て
、
昭
三

0
・一一了一

O
第
一
小
法
廷
判
決
ハ
最

高
民
集
九
巻
三
号
二
五
六
頁
)
は
、
本
判
決
と
全
く
同
一
の
理
由
に
よ

り
、
「
開
票
管
理
者
が
、
開
票
事
務
終
了
後
、
開
票
所
以
外
の
場
所
に

お
い
て
一
部
の
開
票
立
会
人
の
面
前
で
、
投
票
入
封
筒
の
封
印
を
破
棄

し
在
中
の
投
棄
を
取
り
出
し
再
調
査
し
た
違
法
は
、
常
に
選
挙
の
結
果

に
異
動
を
お
よ
ぽ
す
虞
が
あ
る
場
合
に
あ
た
る
」
と
し
て
、
原
審
仙
台

高
裁
の
判
決
を
破
棄
差
戻
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
判
決
と
同
趣
旨
に

出
た
先
例
は
な
く
、
却
っ
て
、
右
高
裁
判
決
と
同
趣
旨
の
判
決
は
、
昭

ご
七
・
五
・
二
九
広
高
判
決
ハ
行
政
事
件
裁
判
例
集
一
二
巻
一
一
号
一
一
一
一
一

二
三
貝
)
に
も
見
出
す
乙
と
が
で
き
る
。
な
お
、
学
説
と
し
て
は
、
後

掲
註
刷
参
照
ω

側
最
判
昭
二
七
・
二
一
・
四
最
高
民
集
六
巻
一
一
号
一
一

O
一ニ頁。

同
最
判
昭
二
=
了
六
・
二
六
行
政
裁
判
月
報
三
号
六
一
頁
。
同
旨
昭

二
四
・
七
・
二
三
月
報
ニ
凶
号
四
六
頁
。

ω
判
例
中
に
は
、
「
現
に
行
わ
れ
た
選
挙
を
無
効
と
し
、
改
め
て
選

挙
を
行
っ
た
場
合
に
、
現
実
に
生
じ
て
い
お
結
果
と
異
る
結
果
を
生
ず

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
い
コ
L

(

最
判
三
ニ
・
一
・
一
七
月
報
一
号

九
O
頁
)
と
す
る
も
の
が
あ
り
、
同
国
日
判
決
は
繰
返
さ
れ
て
判
例
集
に

も
登
載
さ
れ
て
い
る
が
(
最
判
附
二
五
・
九
・
八
最
高
民
集
四
巻
九
号

三
五
九
頁
)
、
そ
の
誤

h
は
多
言
を
要
し
な
い
で
ゐ
ろ
う
。

問
問
中
二
郎
・
行
政
法
上
巻
一
八
七
頁
以
下
参
照
。

刷
最
判
附
二
五
・
九
・
八
最
高
民
集
四
巻
七
号
コ
一
五
九
頁
。

川
例
え
ば
、
投
票
所
の
設
備
が
不
完
全
な
場
合
に
つ
き
、
美
濃
部
達

士
ロ
・
選
挙
争
訟
及
び
当
選
争
一
訟
の
研
究
一
二

O
頁
以
下
参
照
。

則
投
票
函
、
開
票
、
投
票
録
、
開
票
録
叉
は
選
挙
録
の
作
成
に
関
す

る
違
法
が
、
当
然
に
選
挙
無
効
の
原
因
と
な
る
も
の
で
な
い
乙
と
に
つ

い
て
は
、
美
濃
部
前
掲
三
三
二
頁
以
下
参
照
。

(
今

村

成

和
v 

第
三
者
所
有
の
動
産
に
対
し
て
強
制
執
行
走
な
し
た
債
権
者

の
不
法
行
篤
上
の
過
失
責
任
の
有
無

昭
和
三

O
年
一
一
月
一
一
日
第
二
小
法
廷
判
決
(
昭
二
七
年
(
裁
)
第
五

四
四
三
号
損
害
賠
償
請
求
事
件
)
最
高
裁
民
集
九
巻
二
号
一
六
四
頁

〔
事
実
及
び
制
旨
〕

合
資
会
社
凶
閏
ホ
テ
ル
は
、
租
税
滞
納
の
た
め
、
そ

の
所
有
動
産
に
つ
い
て
、
税
務
署
よ
り
差
押
公
売
処
分
を
う
け
某
が
こ
れ
を

位
脱
落
し
た
。
右
物
件
は
ホ
テ
ル
経
営
に
不
可
欠
な
動
産
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
、
原
告
ハ
控
訴
人
・
被
上
告
人
)
が
競
落
人
よ
り
こ
れ
を
買
受
け
同
ホ
テ
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料

ル
に
賃
貸
し
て
い
た
。
そ
の
後
被
告
(
被
控
訴
人
・
上
告
人
)
は
同
ホ
テ
ル

資

に
対
す
る
債
権
に
基
づ
き
右
物
件
を
差
押
え
自
ら
競
落
し
た
上
こ
れ
を
他
に

転
売
し
た
。
そ
こ
で
原
ι

青
か
ら
被
告
に
対
し
て
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠

償
を
請
求
。
争
点
は
、
被
告
の
強
制
執
行
に
は
不
法
行
為
責
任
を
生
じ
さ
せ

る
故
意
ま
た
は
過
失
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
で
あ
る
。
原
官
は
、
川
差
押
に
立

会
っ
た
ホ
テ
ル
の
麗
人
が
右
物
件
は
原
告
の
所
有
物
で
あ
る
旨
を
被
告
に
申

立
て
た
事
実
、
凶
原
告
代
理
人
弁
護
土
が
内
容
証
明
郵
便
で
「
本
件
物
件
は

:
:
:
原
台
の
所
有
物
件
で
あ
り
、
右
事
実
は
税
務
署
で
調
査
す
れ
ば
容
易
に

分
関
す
る
:
:
:
」
回
目
被
告
に
通
告
し
た
事
実
、
同
ホ
テ
ル
の
代
理
人
弁
護
士

も
右
物
件
が
原
告
の
所
有
に
属
す
る
旨
を
被
告
に
申
出
て
い
る
事
実
を
あ

げ
、
被
告
の
側
の
過
失
を
主
張
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
被
告
は
、
川
差
押
の

執
行
は
執
行
吏
の
職
権
行
為
に
属
し
、
被
告
が
責
任
を
負
う
筋
合
同
に
は
な
い

こ
と
、
凶
原
告
代
理
人
の
前
記
通
告
は
執
行
を
停
止
さ
せ
る
効
果
な
く
、
正

当
な
法
的
手
段
た
る
強
制
執
行
異
議
の
訴
の
提
起
、
強
制
執
行
停
止
命
令
の

申
請
を
し
な
か
っ
た
こ
と
、
同
前
記
通
告
を
う
け
た
後
ホ
テ
ル
に
そ
の
証
拠

書
類
の
提
示
を
求
め
た
が
提
示
が
な
か
っ
た
こ
と
、
山
間
ま
た
税
務
署
に
つ
い

て
も
調
査
を
し
た
が
原
告
主
張
の
事
実
を
確
認
し
え
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を

あ
げ
て
、
不
法
行
為
責
任
を
否
認
す
る
。
一
審
で
は
原
告
敗
訴
。
原
告
の
控

訴
に
対
し
て
原
審
は
、
被
告
主
張
の

ωの
点
に
つ
ぎ
「
執
行
債
権
者
に
故
意

叉
は
過
失
の
責
む
べ
き
も
の
が
あ
っ
て
一
般
不
法
行
為
を
以
て
論
ず
べ
き
場

合
に
は
、
執
行
吏
の
椴
務
執
行
行
為
と
し
て
適
法
で
あ
る
と
否
と
に
拘
ら
ず

債
権
者
は
そ
の
責
を
免
れ
る
こ
と
を
得
な
い
」
と
正
当
に
判
旨
(
同
旨
大
五
・

七
-
一
五
録
一
四

O
九
頁
、
大
七
・
七
・
一

O
録
二
一
一
六
五
頁
、
大
一

0
・

二
一
・
二
三
録
五
七

O
頁
)
し
た
後
、
「
強
制
執
行
の
目
的
動
産
に
つ
い
て
所
有

権
を
主
張
す
る
第
三
者
が
あ
り
、
そ
の
主
張
が
執
行
妨
害
の
た
め
無
責
任
に

な
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
と
き
は
、
そ
の
主
張
を
虚
偽

と
し
て
無
視
し
得
る
合
理
的
な
理
由
が
な
い
限
り
、
執
行
債
権
者
は
そ
の
主

張
事
実
の
真
否
を
調
査
す
べ
き
で
あ
り
、
競
売
期
日
ま
で
に
適
当
な
調
査
を

な
す
こ
と
を
怠
っ
て
競
売
手
続
を
遂
行
し
た
と
き
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
執
行

債
権
者
は
過
失
の
責
に
任
ず
べ
き
も
の
」
で
あ
る
と
し
て
、
前
記
岡
山
閣
の
富
市

実
に
つ
い
て
被
控
訴
人
の
過
失
責
任
を
認
め
て
原
判
決
を
変
更
し
た
(
な
お

仰
の
事
実
に
つ
い
て
控
訴
人
の
過
失
相
殺
)
。
被
控
訴
人
は
上
告
し
て
、
原

判
決
は
証
拠
責
任
を
誤
解
し
、
挙
証
責
任
あ
る
者
に
こ
れ
を
負
わ
せ
る
こ
と

な
く
か
え
っ
て
な
ん
ら
法
的
根
拠
を
有
せ
ざ
る
調
査
義
務
を
義
務
な
き
者

に
負
担
さ
せ
て
い
る
違
法
も
あ
る
と
、
主
張
す
る
。
最
高
裁
は
上
告
理
由
を
容

れ
つ
ぎ
の
ご
と
く
判
回
国
し
て
原
判
決
を
破
棄
差
戻
し
た
。

「
差
押
債
権
者
が
債
務
者
の
占
有
す
る
動
産
に
つ
き
、
債
務
者
の
所
有
に

属
す
る
も
の
と
し
て
強
制
執
行
を
な
し
た
と
こ
ろ
、
当
該
目
的
物
が
実
は
第

三
者
の
所
有
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
執
行
は
直
ち
に
債
権
者
の
過
失
に

よ
る
も
の
と
推
定
す
る
を
え
ず
、
執
行
の
目
的
物
が
第
三
者
の
所
有
で
あ
る
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こ
と
を
債
権
者
が
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
過
失
が
あ
る
と
す
る
た
め
に

は
、
差
押
物
に
つ
き
所
有
権
を
主
張
す
る
者
の
側
に
お
い
て
こ
れ
を
証
明
す

べ
き
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
:
:
:
債
務
者
叉
は
第
三
者
が
、
差
押
物
件
は
債

務
者
の
所
有
で
は
な
く
第
三
者
の
所
有
で
あ
る
回
目
告
げ
た
か
ら
と
一
去
っ
て
、

そ
の
通
告
が
当
時
の
状
況
に
照
ら
し
正
当
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
無
視
す
る
こ

と
が
債
権
者
の
過
失
を
推
断
せ
し
め
る
よ
う
な
特
別
の
事
情
の
な
い
限
り
、

債
務
者
叉
は
第
三
者
に
お
い
て
そ
の
通
告
に
沿
う
証
拠
資
料
を
何
等
提
出
し

な
い
よ
う
な
と
ぎ
は
、
通
常
は
債
権
者
の
な
し
た
執
行
は
、
不
法
行
為
を
構

成
す
る
司
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
右
の
よ
う
な
通
告
が
あ
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
そ
れ
だ
け
で
直
ち
に
債
権
者
が
そ
の
真
偽
を
調
査
す
べ
き
義
務
を

負
う
に
至
る
も
の
で
は
な
く
、
叉
充
分
に
調
査
す
れ
ば
第
三
者
の
所
有
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
え
た
か
も
知
れ
な
か
っ
た
場
合
で
も
債
権
者
に
調
査
不
充

分
の
数
を
帰
ぜ
し
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
:
:
:
。
L

最高裁判所破棄判例研究

債
務
者
の
占
有
す
る
第
三
者
の
所
有
物
に
対
し
て
債
権
者
が
強

制
執
行
を
し
、
第
三
者
に
損
害
を
お
よ
ぼ
し
た
場
合
、
こ
の
執
行
が
仮
差
押
・

一
般
の
不
法
行
為
責
任
一
に
お
け
る
挙
証
責
任
の
原

〔
評
釈
〕

仮
処
分
で
あ
る
と
き
は
、

則
を
転
換
し
て
、
債
権
者
の
渦
失
を
推
定
な
い
し
無
過
失
責
任
を
認
め
て
い

る
の
が
判
例
で
あ
る
(
大
民
明
四
一
・
七
・
八
録
一
四
輯
八
四
七
頁
、
大
一

0
・
四
・
図
録
ご
七
輯
六
八
二
頁
、
大
一
一
・
ご
・
一
七
集
一
巻
四
六
頁
、

昭
六
・
一
一
・
一
一
一
一
集
一

O
巻
九
九
九
頁
、
昭
一
三
・
五
・
七
集
一
七
巻
八

六
七
頁
。
そ
の
理
論
的
根
拠
に
つ
い
て
は
、
兼
子
・
判
例
民
事
法
昭
二
二
年

五
七
事
件
参
照
)
。

」
れ
に
反
し
通
常
の
差
押
に
あ
っ
て
は

一
般
の
原
則
に
従
っ
て
、
被
害

者
た
る
第
三
者
に
お
い
て
加
害
者
た
る
債
権
者
の
故
意
ま
た
は
過
失
を
立
証

す
る
一
責
任
を
負
う
。
と
の
場
合
は
、
仮
差
押
・
仮
処
分
の
場
合
と
異
な
り
、

差
押
債
権
者
が
正
当
な
権
利
を
行
使
す
る
者
と
み
ら
れ
る
べ
き
は
当
然
だ
か

ら
で
あ
る
。

し
か
ら
ば
、
具
体
的
に
い
か
な
る
場
合
に
、
差
押
債
権
者
に
過
失
あ
り
と

い
う
こ
と
を
得
る
で
あ
ろ
う
か
、
こ
れ
ま
で
の
判
例
に
お
い
て
問
題
と
な
っ

た
も
の
に
、
債
権
者
の
執
行
現
場
に
お
け
る
立
会
、
第
三
者
か
ら
の
所
有
権

の
主
張
、
異
議
の
訴
の
提
起
が
あ
る
。

第
一
の
債
権
者
の
立
会
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も
、
過
失
に
参
酌
し
う
る
一
事

由
と
は
認
め
ら
れ
る
が
(
大
民
大
一

0
・
二
一
・
一
九
録
二
七
輯
五
五
=
一
一
良
)
、

し
か
し
単
に
こ
の
立
会
の
事
実
の
み
を
も
っ
て
債
権
者
に
過
失
あ
り
と
い
う

こ
と
を
得
ず
、
さ
ら
に
執
達
吏
(
現
行
法
で
は
執
行
吏
)
を
し
て
過
誤
に
陥

ら
し
む
べ
き
格
別
の
行
為
を
な
し
た
こ
と
が
必
要
勺
あ
る
と
い
う
(
大
民
昭

六
-
一
・
二
九
新
聞
三
一
二
三
七
号
四
頁
)
。

つ
ぎ
に
第
三
者
か
ら
の
所
有
権
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
相
反
す
る
判
例
が

あ
る
。
大
四
・
ご
了
二
五
師
二
一
瞬
三
五
一
一
貝
は
、
第
三
者
が
競
売
開
始
十

数
時
間
前
に
電
報
で
、
差
押
物
件
の
所
有
権
を
主
張
し
差
押
の
解
除
を
要
求
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料

し
た
が
、
債
権
者
が
そ
の
ま
ま
競
売
を
遂
行
し
た
事
案
に
つ
い
て
、
か
か
る

資

場
合
債
権
者
に
は
主
張
事
実
の
真
否
を
調
査
す
る
義
務
あ
り
、
調
査
の
た
め

必
要
あ
ら
ば
競
売
を
延
期
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
差
押
債
権
者
の
過
失
を

鞠
同
定
し
た
が
、
前
掲
大
一

0
・
コ
了
一
九
の
判
例
は
、
差
押
え
た
金
銭
が
第

三
者
に
属
す
る
こ
と
及
び
単
に
差
畑
作
品
執
行
の
際
に
第
三
者
が
執
行
吏
に
異
議

を
述
べ
た
だ
け
で
は
債
権
者
に
不
法
行
為
の
責
任
な
し
と
判
回
国
す
る
。

第
三
に
異
議
の
訴
に
つ
い
て
も
判
例
は
相
反
七
て
い
る
。
債
権
者
に
過
失

あ
り
と
す
る
に
は
単
に
異
論
の
訴
で
敗
訴
し
た
と
い
う
事
実
だ
け
で
は
た
ら

ず
と
す
る
判
例
が
あ
る
ハ
大
一

0
・一

0
・
一
一
一
一
録
二
七
輯
一
七
四
四
頁
)

二
刀
、
異
議
の
訴
で
敗
訴
し
た
債
権
者
は
、
民
法
第
一
八
九
条
二
項
の
規
定

か
ら
み
て
、
遅
く
と
も
訴
の
提
起
の
時
以
後
過
失
の
責
に
任
ず
ベ
ぎ
で
あ
る

と
す
る
判
例
も
あ
る
(
昭
一
三
・
一

0
・
二
六
集
一
七
巻
二

O
四
五
頁
)
。

右
の
第
三
・
第
三
の
点
に
つ
い
て
過
失
を
否
認
し
た
判
決
は
、
債
権
者
の

過
失
を
認
定
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
債
権
者
が
執
行
現
場
に
立
会
っ
た
事

実
お
よ
び
第
三
者
の
異
議
が
当
時
の
状
況
に
徴
し
正
当
な
る
に
も
拘
ら
ず
な

お
執
行
し
た
事
実
を
必
要
と
す
る
と
い
い
〈
大
一

O
壬
二
・
九
)
、
ま
た
債

権
者
が
差
押
物
件
所
在
の
場
所
そ
の
他
執
行
当
時
の
状
刈
に
徴
し
普
通
人
の

注
意
を
し
た
ら
其
の
執
行
の
不
当
で
あ
る
こ
と
、
従
っ
て
第
三
者
が
異
議
の

訴
を
提
起
し
た
の
は
当
然
の
措
置
で
あ
る
こ
と
を
覚
知
し
其
の
差
押
を
解
除

し
得
た
こ
と
を
必
要
だ
と
す
る
ハ
大
一

0
・一

0
・
一
一
二
百

本
件
は
右
の
第
一
一
の
点
に
つ
い
て
後
の
判
例
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、

さ
ら
に
債
権
者
の
過
失
を
認
定
す
る
に
は
、
前
記
判
例
の
い
う
異
議
を
正
当

な
ら
し
め
る
当
時
の
状
況
あ
る
場
合
の
ほ
か
、
債
権
者
叉
は
第
三
者
に
お
い

て
異
議
(
通
告
)
を
裏
付
け
る
証
拠
資
料
の
提
出
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
附

加
え
て
い
る
。
第
三
者
の
一
片
の
通
告
に
よ
っ
て
直
ち
に
債
権
者
に
過
失
を

認
め
る
が
ご
と
き
は
、
客
柑
倒
的
状
況
に
お
い
て
そ
の
通
台
が
明
々
白
々
た
る

根
拠
を
有
せ
ぬ
限
り
、
も
と
よ
り
不
当
で
あ
っ
て
、
債
務
者
占
有
中
の
動
産

は
債
権
者
の
所
有
と
推
定
さ
れ
(
民
一
八
八
条
)
、

従
っ
て
執
行
に
無
過
失

が
推
定
さ
れ
る
以
上
、
こ
の
執
行
が
過
失
に
茎
づ
く
こ
と
を
主
張
す
る
た
め

に
は
、
第
三
者
に
お
い
て
所
有
権
を
挙
証
す
べ
き
は
当
然
で
あ
り
、
通
告
に

対
し
て
通
告
の
真
否
を
調
査
す
ベ
ぎ
義
務
を
債
権
者
に
お
い
て
な
ん
ら
負
う

べ
き
で
な
い
こ
と
も
判
旨
の
い
う
と
お
り
で
あ
る
。

判
旨
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
原
審
で
過
失
相
殺
の
事
由
と
さ
れ
た
点
、

異
議
の
訴
の
提
起
が
な
き
れ
な
か
っ
た
点
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
学
説
は
、

異
議
の
訴
の
敗
訴
の
事
実
の
み
で
は
債
権
者
に
過
失
な
し
と
す
る
大
正
一

O

年
の
判
決
に
賛
成
し
(
平
野
・
判
例
民
法
一
四
一
事
件
)
、
異
論
の
訴
に
敗
訴

し
た
債
権
者
は
訴
提
起
の
時
以
後
過
失
の
吉
一
貝
あ
り
と
す
る
昭
和
二
二
年
の
判

決
に
反
対
す
る
(
我
妻
・
判
例
民
事
法
二
一
四
事
件
)
。
こ
れ
ら
判
例
と
第
一
一
一

者
異
議
の
訴
が
む
し
ろ
滋
用
さ
れ
て
い
る
現
状
と
か
ら
、
異
議
の
訴
の
提
起

が
な
か
っ
た
点
だ
け
で
も
、
債
権
者
の
無
過
失
を
推
認
せ
し
め
る
一
資
料
た
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り
う
る
と
す
る
考
え
方
も
あ
る
(
ジ
ユ
リ
ス
ト
八

O
号
六
九
頁
)
。

た
し
か

に
、
第
三
者
異
議
の
訴
は
、
事
実
認
定
の
困
難
(
と
く
に
本
件
の
よ
う
に
競

売
が
介
在
し
て
い
る
場
合
)
、

被
告
の
攻
撃
防
禦
の
困
難
な
ど
の
点
で
、

三
者
に
と
っ
て
き
わ
め
て
有
力
な
手
段
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
か
か
る

強
力
な
手
段
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
、
債
権
者
に
無
過
失
を
推
認
さ
せ
る

一
資
料
と
し
て
も
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
他
方
、
理
論
的
に
は
異
議
の

訴
を
提
起
し
な
く
と
も
損
害
賠
償
の
請
求
を
な
し
う
る
わ
け
で
あ
り
(
大
民

明
三
八
・
六
・
五
録
一
一
揖
八
七
三
頁
)
、
ま
た
実
際
上
も
目
的
物
の
確
保
ま

で
望
ま
ぬ
こ
と
も
あ
り
え
よ
う
し
、
あ
る
い
は
異
議
の
訴
の
性
質
に
関
す
る

通
説
た
る
形
成
訴
訟
説
に
よ
れ
ば
、
実
体
法
上
の
関
係
は
訴
訟
物
と
は
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
る
点
(
兼
子
・
強
制
執
行
決
五
八
頁
)
、
さ
ら
に
は
第
三
者

異
議
の
訴
の
濫
用
的
提
起
の
事
実
を
考
え
れ
ば
、
原
審
の
判
断
は
疑
問
で
あ

る
。
な
お
昭
三

0
・
一
一
・
二
五
の
判
決
は
本
件
と
一
見
相
反
す
る
判
断
を

し
て
い
る
。

f、
11J 

正

男
)

畠

最高裁判所破棄判例研究

控
訴
審
の
実
質
上
第
一
回
の
口
頭
鼎
論
期
日
て
は
じ
め
て
提

出
さ
れ
た
買
取
請
求
権
行
使
の
主
張
は
一
三
九
条
に
よ
り
却

下
さ
れ
る
か

昭
和
一
二

O
年
四
月
五
日
第
三
小
法
廷
判
決
ハ
昭
和
二
八
年
(
オ
)
第
七

五
九
号
家
屋
収
去
土
地
明
渡
請
求
事
件
〉
最
高
裁
民
集
九
巻
四
号
四

三
九
頁

第

山
梨
県
食
糧
営
団
は
建
物
所
有
の
目
的
で
X
(原
告
・

被
控
訴
人
、
被
上
告
人
)
か
ら
木
件
土
地
を
賃
料
一
箇
月
四

O
円
勺
昭
和
二

一
年
七
月
一
日
よ
り
向
う
五
箇
年
の
約
定
で
賃
借
し
た
。
こ
の
期
間
は
催
災

〔
事
実
及
び
判
旨
〕

都
市
借
地
借
家
臨
時
処
理
法
五
条
に
よ
り
向
う
十
箇
年
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
Q

昭
和
二
コ
一
年
ご
月
食
街
配
給
公
凶
が
成
立
し
同
時
に
右
営
団
は
解
散
し

た
。
右
営
団
は
閉
鎖
機
関
に
指
定
さ
れ
閉
鎖
機
関
絵
理
委
員
会
に
よ
っ
て
特

殊
整
理
が
行
わ
れ
同
営
聞
の
資
産
た
る
木
件
餓
物
は
同
委
員
会
か
ら
暫
定
的

に
右
配
給
公
団
山
梨
県
支
局
に
貸
与
使
用
さ
せ
た
。
こ
れ
は
し
か
し
本
件
土

地
の
借
地
権
を
右
公
団
支
局
に
譲
渡
し
た
も
の
で
は
な
い
。
昭
和
二
五
年
九

月
右
配
給
公
団
が
解
散
し
た
。
木
件
建
物
は
閉
鎖
機
関
た
る
右
営
団
に
返
還

さ
れ
た
。
閉
鎖
機
関
処
理
委
員
会
は
本
件
建
物
を
売
却
処
分
に
付
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
一
方
従
来
食
糧
配
給
事
務
に
経
験
の
あ
る
者
の
聞
で
本
件
建
物

同
様
右
委
員
会
に
よ
っ
て
売
却
さ
れ
る
右
営
刊
の
配
給
事
務
所
を
使
用
し
て

食
糧
の
小
売
販
売
を
営
む
た
め
右
建
物
を
閉
鎖
機
関
か
ら
買
取
り
組
合
員
に

売
渡
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
甲
府
城
南
保
全
事
業
協
同
組
合
を
組
織
し
た
の

市
に
右
間
給
公
団
の
職
員
で
あ
っ
た
Y
は
右
同
様
の
目
的
で
木
件
建
物
を
買
受

け
る
た
め
に
右
組
合
に
加
入
し
、
右
組
合
は
右
閉
鎖
機
関
か
ら
本
件
建
物
を

賞
受
け
次
い
で
Y
は
昭
和
二
六
年
一
一
月
右
組
合
か
ら
こ
れ
を
買
受
け
た
。
右

閉
鎖
機
関
、
右
組
合
及
び
Y
聞
に
順
次
に
行
わ
れ
た
本
件
建
物
の
売
買
に
は

敷
地
賃
借
権
の
譲
渡
の
合
志
が
伴
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
右
賃
借
権
の
議
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料

渡
に
つ
い
て
X
の
承
諾
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
X
は
Y
を
相
手
と
し

木
件
建
物
の
収
去
と
敷
地
の
明
渡
し
及
び
昭
和
一
一
五
年
一

O
月
以
降
土
地
明

資

渡
済
に
至
る
ま
で
一
筒
月
金
四

O
円
の
割
合
に
よ
る
金
員
の
支
払
を
求
む
る

訴
を
提
起
し
た
。

Y
は
賃
借
権
の
譲
渡
を
承
諾
し
な
い
の
は
権
利
の
濫
用
で
あ
る
と
争
っ
た

が
認
め
ら
れ
ず
第
一
審
甲
府
地
裁
は
X
の
請
求
を
認
容
し
た
(
但
し
金
員
の

支
払
は
昭
和
ご
六
年
二
月
以
降
の
み
認
め
た
)
。

Y
は
控
訴
し
た
。
控
訴
審
で
Y
は
X
に
対
し
本
件
建
物
を
時
価
で
貿
攻
る

べ
き
こ
と
を
請
求
し
た
。

X
は
右
抗
弁
は
Y
が
故
意
又
は
重
大
な
過
失
に
よ

り
時
機
に
連
れ
て
提
出
し
た
も
の
で
、
し
か
も
こ
れ
が
た
め
訴
訟
の
完
結
を

遅
延
さ
せ
る
か
ら
却
下
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
第
一
一
審
東
京
高
裁
は
右
抗

弁
は
既
に
主
張
で
き
た
の
で
あ
る
か
ら
控
訴
審
で
初
め
て
主
張
す
る
の
は
、

Y
の
故
意
叉
は
重
大
な
過
失
に
よ
る
時
機
に
、
遅
れ
た
防
禦
方
法
の
提
出
で
、

叉
こ
れ
が
た
め
新
た
に
証
拠
調
を
必
要
と
す
る
点
か
ら
み
る
と
訴
訟
の
完
結

を
遅
延
さ
せ
る
と
し
て
右
抗
弁
を
却
下
し
、
他
の
点
で
は
第
一
審
判
決
を
支

持
し
て
控
訴
を
棄
却
し
た
。

Y
は
上
告
し
た
。
上
告
理
由
次
の
と
お
り
。

買
取
請
求
権
の
訴
訟
上
の
行
使
は
単
な
る
抗
弁
の
提
出
と
異
な
る
。
買
取

請
求
権
の
行
使
が
が
っ
た
と
き
は
、
貿
取
代
金
を
定
め
て
こ
れ
と
引
換
え
に

X
の
家
屋
収
書
土
地
明
渡
を
認
容
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
買
取
請
求
権
は
地

上
物
件
の
存
在
す
る
限
り
何
時
た
り
と
も
行
使
し
う
べ
き
も
の
で
時
機
に
遅

れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

Y
は
家
屋
収
去
土
地
胡
渡
の
義
務
な
し
と
の
確

信
の
下
に
専
ら
こ
の
点
に
の
み
防
禦
を
集
中
し
、
障
っ
て
仮
定
的
に
買
取
請

求
権
を
行
使
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
Y
に
故
意
重
過
失
は
な
い
。
原
審

で
Y
が
買
取
請
求
権
行
使
後
、

Y
本
人
訊
問
の
期
日
が
開
か
れ
て
お
り
(
な

お
そ
の
後
に
も
結
審
ま
で
に
数
回
期
日
が
指
定
さ
れ
て
い
る
)
買
取
請
求
の

主
張
を
認
め
て
も
こ
の
た
め
に
訴
訟
の
有
結
を
遅
滞
さ
せ
る
結
果
と
な
ら
な

か
っ
た
。

X
の
不
承
諾
は
権
利
濫
用
で
あ
る
。

最
高
裁
は
原
審
判
決
を
破
棄
差
戻
し
た
。
判
決
理
由
次
の
と
お
り
。

「
所
論
引
用
の
大
審
院
判
例
(
昭
和
八
年
二
月
七
日
判
決
)
が
、
控
訴
審

に
お
け
る
民
訴
一
一
一
一
九
条
の
適
用
に
つ
い
て
、
第
一
一
容
に
お
け
る
訴
訟
手
続

の
経
過
を
も
通
観
し
て
時
機
に
後
れ
た
る
や
否
や
を
考
う
べ
き
も
の
で
あ

り
、
そ
し
て
時
機
に
後
れ
た
攻
撃
防
禦
の
方
法
で
あ
っ
て
も
、
当
事
者
に
故

意
叉
は
震
大
な
過
失
が
存
す
る
こ
と
及
び
こ
れ
が
た
め
訴
訟
の
完
結
を
延
滞

せ
し
め
る
結
果
を
招
来
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
右
の
攻
撃
防
禦
の
方
法
を

同
条
に
よ
り
却
下
し
得
な
い
趣
旨
を
判
示
し
て
い
る
こ
と
は
所
論
の
と
お
り

で
あ
っ
て
、
こ
の
解
釈
は
現
在
も
な
お
維
持
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
認
め
ら
れ

る
。
記
録
に
よ
っ
て
調
べ
て
み
る
と
、
:
:
:
す
で
に
第
一
審
に
お
い
て
少
な

く
と
も
前
記
買
取
請
求
権
行
使
に
関
す
る
主
張
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
た

も
の
と
認
め
る
の
を
相
当
と
し
、
所
論
の
よ
う
に
、
上
告
人
が
第
一
審
に
お
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い
て
当
初
の
主
張
に
の
み
防
禦
を
集
中
し
た
と
い
う
だ
げ
の
理
由
を
も
っ

て
、
上
告
人
が
第
一
一
審
に
お
い
て
始
め
て
な
し
た
買
収
請
求
権
行
使
に
関
す

る
主
張
が
、
故
意
又
は
重
大
な
る
過
失
に
よ
り
時
機
に
後
れ
て
な
さ
れ
た
防

禦
方
法
で
な
い
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
時
機
に
遅
れ
た
防

禦
方
法
な
る
が
故
に
上
告
人
の
右
主
張
を
却
下
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
主
張

を
審
理
す
る
た
め
に
具
体
的
に
訴
訟
の
完
結
を
遅
延
せ
し
め
る
結
果
を
招
来

す
る
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
前
示
の
と
お
り
で
あ
る
と
こ
ろ
、
借

地
法
務
一

O
条
の
規
定
に
よ
る
買
取
誇
求
権
の
行
使
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
と

同
時
に
目
的
家
屋
の
所
有
権
は
法
律
上
当
然
に
土
地
賃
貸
人
に
移
転
す
る
も

の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
原
審
の
第
一
一
回
口
頭
弁
論
期
日
(
実
質
上
の

口
頭
弁
論
が
行
わ
れ
た
最
初
の
期
日
)
に
お
い
て
、
上
告
人
が
右
買
取
請
求

最高裁判所破棄判例研究

権
を
行
使
す
る
と
同
時
に
本
件
家
屋
所
有
権
は
被
上
告
人
に
移
転
し
た
も
の

で
あ
り
、
こ
の
法
律
上
当
然
に
発
生
す
る
効
果
は
、
前
記
買
取
請
求
権
行
使

に
関
す
る
主
張
が
上
台
人
の
重
大
な
る
過
失
に
よ
り
時
期
に
後
れ
た
防
禦
方

法
と
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
な
ん
ら
そ
の
発
生
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
こ
の
た
め
特
段
の
証
拠
調
を
も
要
す
る
も
の

で
は
な
い
か
ら
、
上
告
人
の
前
記
主
張
に
基
づ
き
木
件
家
屋
所
有
権
移
転
の

効
果
を
認
め
る
に
つ
い
て
、
訴
訟
の
完
結
を
遅
延
せ
し
め
る
結
果
を
招
来
す

る
も
の
と
は
い
え
な
い
。
従
っ
て
訴
訟
の
完
結
を
、
遅
延
せ
し
め
る
こ
と
を
理

由
と
し
て
、
前
記
所
有
権
移
転
の
効
果
を
無
視
し
、
な
ん
ら
の
判
断
を
も
与

え
ず
に
判
決
す
る
こ
と
は
許
き
れ
な
い
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
右
第
三
国
口
頭
弁
論
に
お
い
て
結
審
す
る

こ
と
な
く
第
六
回
の
口
頭
弁
論
期
日
に
お
い
て
弁
論
を
終
結
し
た
こ
と
記
録

上
朗
ら
か
な
木
件
に
お
い
℃
前
記
上
告
人
の
、
主
張
を
時
機
に
後
れ
た
抗
弁
と

し
て
排
斥
し
、
本
件
家
康
所
有
権
移
転
の
効
果
を
無
視
し
た
も
の
と
認
め
ら

れ
る
原
判
決
は
、
民
訴
一
三
九
条
の
解
釈
適
用
を
誤
っ
た
違
法
が
あ
る
を
免

れ
な
い
。
:
:
:
他
の
論
点
に
つ
い
て
判
断
す
る
ま
で
も
な
く
、
原
判
決
-E
破一

葉」。〔
評
釈
〕

判
旨
に
大
体
一
賛
成
す
る
。
家
屋
収
去
土
地
明
渡
請
求
に
対
し
控

訴
審
の
第
二
回
(
実
質
上
は
第
一
回
)
の
口
頭
弁
論
期
日
で
は
じ
め
て
買
取

請
求
権
行
使
に
関
す
る
主
張
が
提
出
さ
れ
た
点
が
問
題
の
焦
点
で
あ
る
。

控
訴
審
だ
け
に
つ
い
て
時
機
に
後
れ
た
か
ど
う
か
を
見
る
と
、
実
質
上
第

一
回
の
口
頭
弁
論
期
日
で
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
時
機
に
後
れ
た
と
は

い
え
な
い
。
し
か
し
、
第
一
審
か
ら
一
通
し
て
み
れ
ば
、
木
件
買
取
請
求
権
行

使
の
主
張
は
第
一
一
容
に
お
い
て
提
出
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
適
し
て
い
た

か
ら
、
時
機
に
後
れ
た
も
の
で
な
い
と
は
い
い
き
れ
な
い
。
し
か
し
て
、
第

一
審
か
ら
通
し
て
み
る
べ
さ
で
あ
る
こ
と
は
、
判
例
学
説
を
通
じ
て
確
立
し

た
見
解
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
去
る
。

川
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
主
張
が
第
一
審
に
お
い
て
提
出
す
る
乙
と

が
可
能
で
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
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(2) 

判
例
民
事
法
昭
和
八
年
度
一
五
事
件
兼
子
評
釈
参
照
。

資

そ
れ
で
は
右
の
主
張
は
却
下
さ
れ
る
べ
き
か
。
故
意
又
は
重
大
な
過
失
が

あ
る
と
き
に
却
下
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
右
主
張
を
第
一
審
で
提
出
す
る
機
会

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
。
原
判
決
は
で
ま
る
と
い
っ
て
い
る
よ
う
勺
あ
る
(
判
例
集
四
五
五
頁
U
C

こ
の
点
は
先
例
が
あ
る
。
大
判
昭
和
九
・
四
・
四
民
集
一
三
巻
五
七
三
頁
は
、

単
に
第
一
審
に
お
い
て
提
出
す
る
機
会
の
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
控
訴

審
に
お
け
る
相
殺
の
抗
弁
の
提
出
に
つ
き
重
大
な
過
失
が
あ
る
と
し
た
。

川
何
故
意
叉
は
重
大
江
過
失
が
な
い
場
合
に
の
み
許
さ
れ
る
の
と
は
異

な
る
乙
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
民
訴
ご
七
九
条
と
五
ご
九

条
ご
項
と
を
対
比
し
て
日
本
民
訴
一
三
九
条
三
七
八
条
と
比
べ
て
み
よ
。

さ
て
、
提
出
す
る
機
会
が
あ
っ
た
と
い
う
と
き
、
そ
れ
は
い
つ
の
こ
と
か
。

相
殺
権
、
取
消
権
等
の
い
わ
ゆ
る
形
成
権
行
使
の
効
果
を
訴
訟
上
攻
撃
肪
禦

の
方
法
と
し
て
提
出
す
る
場
合
は
、
す
で
に
提
出
し
う
ぺ
か
り
し
時
期
と
は
、

そ
の
行
使
の
意
思
表
示
を
し
た
時
で
は
な
く
、
形
成
権
を
行
使
し
う
べ
き
状

態
に
あ
っ
た
時
で
、
し
た
が
っ
て
そ
の
行
使
の
意
思
表
一
不
と
と
も
に
提
出
し

た
時
で
も
そ
の
行
使
の
意
思
表
示
の
直
後
に
提
出
し
た
叫
で
も
、
時
機
に
後

れ
た
提
出
で
あ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。

(1) 

判
例
民
事
法
昭
和
九
年
度
五
一
事
件
兼
子
評
釈

し
か
し
、
右
の
場
合
で
も
、
充
分
な
法
律
的
知
識
な
く
し
て
は
そ
の
関
連

性
が
認
識
で
き
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
場
合
と
か
、
相
手
方
の
主
張
事

実
、
宮
本
気
で
否
認
し
て
い
た
関
係
上
、
仮
定
抗
弁
の
提
出
に
思
い
及
ば
な
か

っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
重
大
な
る
過
失
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

当
事
者
訴
訟
の
多
い
我
国
日
に
は
、
当
事
者
誌
訟
の
場
合
に
お
い
て
、
と
く
に

注
意
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う

Q

)
 

1
 

(
 
兼
子
一
条
解
民
事
訴
訟
法
一
一
二
九
条
。

と
己
ろ
で
相
殺
の
場
合
に
は
、
右
の
ほ
か
に
特
別
の
考
慮
が
必
要
で
あ
る

と
い
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
相
殺
の
抗
弁
を
訴
訟
中
に
提
出
す
る
場
合
は

回
よ
り
一
定
の
反
対
債
権
を
覚
知
し
て
厨
ら
ぬ
限
り
提
出
す
べ
き
時
期
に
あ

る
と
は
一
式
え
な
い
が
、
更
に
仮
令
之
を
党
知
し
て
居
た
と
し
て
も
、
其
の
後

の
提
出
が
時
機
に
後
れ
た
こ
と
に
付
い
て
当
事
者
に
故
意
叉
は
重
大
な
過
失

あ
り
と
認
む
べ
き
や
否
や
も
、
相
殺
の
抗
弁
は
予
備
的
に
提
出
す
る
の
が
常

で
あ
る
所
か
ら
、
通
常
の
場
合
に
比
し
て
共
の
標
準
を
愛
え
て
考
え
ね
ば
な

ら
な
い
。
即
ち
他
の
理
由
で
訴
訟
物
た
る
債
務
の
存
在
を
真
面
目
に
争
い
、

叉
争
う
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
限
り
直
ち
に
相
殺
を
抗
弁
せ

ね
こ
と
を
以
て
責
む
る
の
は
穏
当
を
欠
く
c」

)
 

l
 

(
 
判
例
民
事
法
昭
和
九
年
皮
五
一
事
件
兼
子
評
釈
。

で
は
買
取
詰
求
の
場
合
は
ど
う
か
。
買
取
請
求
権
は
土
地
賃
貸
人
が
借
地
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権
の
譲
渡
叉
は
転
貸
を
承
諾
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
し
そ
の
時
に
行
使

し
う
べ
き
状
態
に
な
る
か
ら
、
通
常
は
右
不
承
諾
に
基
づ
く
家
屋
収
去
土
地

明
渡
請
求
の
訴
の
第
一
審
に
お
い
て
買
取
請
求
権
行
使
に
関
す
る
主
張
は
提

出
し
う
べ
き
状
態
に
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
買
収
請
求
権

の
行
使
に
関
す
る
主
張
は
、
右
家
屋
収
表
請
求
権
の
不
発
生
や
は
じ
め
に
遡

つ
て
の
消
波
(
そ
の
成
立
原
因
た
る
行
為
の
効
果
の
減
却
)
を
質
す
も
の
で

は
な
い
。
こ
の
点
相
殺
の
抗
弁
に
類
似
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
右
家
屋
収
宗

請
求
の
成
立
を
真
面
目
に
争
い
叉
争
う
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る
1
l
l
例
え
ば

承
諾
が
あ
っ
た
と
主
張
す
る
如
き

!
l限
り
直
ち
に
買
取
請
求
権
の
行
使
の

主
張
を
し
な
か
っ
た
か
ら
と
て
重
大
な
過
失
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ

弓
ノ
。

判
旨
も
本
件
に
つ
い
て
提
出
の
機
会
が
あ
っ
た
だ
け
で
重
大
な
過
失
が
あ

る
と
は
い
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
Y
が
第
一
審
で
当
初
の
主
張
に
の
み
防
禦

最高裁判所破棄判例研究

を
集
中
し
た
だ
け
で
は
重
大
な
過
失
が
な
い
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
自
身
は
一
般
的
に
は
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

当
初
の
主
張
に
の
み
防
禦
を
集
中
し
た
こ
と
が
真
面
目
で
も
な
く
合
理
的
で

も
な
い
と
き
は
重
大
な
過
失
が
あ
る
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
木
件

で
は
不
承
諾
は
権
利
濫
用
と
主
張
す
る
の
み
で
あ
っ
た
か
ら
こ
の
主
張
に
の

み
防
禦
を
集
中
し
た
こ
と
は
合
理
的
と
は
い
い
か
ね
る
。
お
そ
ら
く
し
か
し

こ
の
点
の
断
定
は
し
か
ね
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
な
ら
ば
重
大
な
過
失
が
な

(

1

J

V

 

い
と
断
定
す
る

F

」
と
は
で
ケ
な
い
と
い
う
怠
味
が
な
く
な
ろ
う
。

川
一
三
九
条
に
よ
ろ
な
ら
ば
、
重
大
な
過
失
が
あ
る
と
き
に
却
下
す

べ
与
で
、
重
大
な
過
失
が
あ
る
と
い
え
な
い
と
き
は
却
下
で
き
な
い
は

ず
で
あ
る
。
重
大
な
過
失
が
な
い
と
与
の
み
提
出
が
許
さ
れ
る
と
い
う

の
で
あ
る
な
ら
ば
、
重
大
な
過
失
が
な
い
と
断
定
で
き
な
い
ζ

と
は
意

味
を
も
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
提
出
が
許
さ
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

控
訴
審
に
お
い
て
は
一
三
九
条

ω適
用
で
立
な
く
準
用
だ
か
ら
後
者
の

意
味
に
解
す
べ
き
で
あ
る
と
で
も
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
な
ら
ば

訴
訟
の
促
進
と
い
う
観
点
か
ら
は
興
味
あ
る
見
解
で
あ
る
。
重
大
な
過

失
が
な
い
場
合
に
の
み
提
出
を
許
す
場
合
は
さ
ら
に
こ
つ
の
場
合
K
分

た
れ
う
る
o

一
は
訴
訟
の
完
結
を
遅
ら
ぜ
な
い
と
き
は
重
大
な
過
失
が

な
い
の
で
は
な
く
て
も
提
出
を
許
す
場
合
で
あ
る
。
他
は
訴
訟
の
完
結

を
遅
ら
ぜ
な
い
と
き
で
も
重
大
な
過
失
が
な
い
と
い
え
な
い
と
き
は
提

出
を
許
き
な
い
場
合
で
あ
る
。
判
旨
は
本
件
に
つ
い
て
前
者
を
考
え
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
古
一
大
な
、
過
失
が
あ
る
と
き
で
も
訴
訟
の
完
結
を
遅
ら
せ
な
い
と
き
は

却
下
で
き
な
い
。
で
は
買
収
請
求
権
の
行
使
の
主
張
は
訴
訟
の
完
結
を
、
遅
ら

せ
る
か
。
買
収
請
求
権
の
行
使
の
、
正
張
は
、
買
収
請
求
の
意
思
表
示
の
あ
っ

た
こ
と
、
そ
の
効
果
と
し
て
目
的
物
た
る
家
屋
の
所
有
権
が
X
に
移
転
し
た

こ
と
、
そ
れ
を
根
拠
と
し
て
家
屋
収
去
土
地
明
渡
を
求
め
る

X
の
請
求
権
は

滅
却
し
た
こ
と
の
主
張
で
あ
る
。
こ
の
主
張
の
当
否
を
判
断
す
る
の
に
は
、

@ω 
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判
旨
の
い
う
よ
う
に
特
段
の
証
拠
調
を
必
要
と
し
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
主

張
の
当
否
の
判
断
を
し
な
く
て
も
本
件
で
は
そ
の
後
四
回
の
口
頭
弁
論
を
開

資

い
て
い
る
か
ら
こ
の
主
張
の
提
出
の
た
め
に
訴
訟
の
完
結
が
遅
れ
る
と
認
め

ら
れ
る
事
情
に
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
本
件
勺
は
右
買
取
請

求
権
行
使
の
主
張
の
提
出
は
訴
訟
の
完
結
を
遅
ら
せ
な
い
と
み
る
べ
き
で
あ

る
。
こ
の
点
判
官
は
正
当
で
あ
る
う
。
原
判
決
は
新
た
に
証
拠
調
を
必
要
と

す
る
と
い
つ
で
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
訴
訟
の
完
結
を
遅
ら
せ
る
と
は
い

え
な
い
。
例
え
ば
そ
の
証
拠
調
が
即
時
に
で
き
る
場
合
が
そ
う
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
新
た
な
証
拠
調
を
必
要
と
し
て
も
、
特
段
の
証
拠
調
を
必
要
と
す

る
の
で
な
け
れ
ば
訴
訟
の
完
結
を
、
回
揺
ら
せ
る
と
は
直
ち
に
は
い
え
な
い
。

(
小
山

弁
v 

jflJ 

事

伊

剣

刑
法
第
=
四
六
条
第
三
項
の
罪
の
成
立
要
件

l
特
に
処
分

行
篤
と
財
産
上
不
法
の
利
益
に
関
し
l
l
l

昭
和
三

O
年
四
月
八
日
第
一
一
小
法
廷
判
決
(
昭
和
二
七
年
(
ゐ
)
第
三

八
O
六
号
詐
欺
被
告
事
件
)
最
高
裁
刑
集
九
巻
四
号
八
二
七
頁
。

〔
恵
実
及
び
剃
旨
〕

第
一
容
は
次
の
事
尖
を
認
定
し
、
被
官
人
甲
の
行
為
を
刑
法
第
二
四

六
条
第
ご
項
に
該
当
す
る
と
な
し
、
被
告
人
甲
を
懲
役
一
年
六
月
に
処
す
る

己
日
判
示
す
る
(
昭
和
一
一
六
年
一

O
月
一
一
六
日
青
森
地
裁
鯵
ケ
沢
支
部
判
決
〉
。

林
檎
の
仲
買
を
業
と
す
る
被
告
人
用
は
、
昭
和
二
三
年
三
月
一
六
日
自

宅
で
乙
に
対
し
、
林
檎
国
光
五

O
O
箱
を
同
月
二
四
日
頃
迄
に
貨
車
積
と

し
て
上
越
線
N
駅
迄
輸
送
し
同
駅
に
於
て
乙
の
指
定
し
た
丙
に
渡
す
こ
と

を
条
件
と
し
て
、
代
金
六
二
万
五
千
円
で
売
買
契
約
を
為
し
、
そ
の
手
附

金
と
し
て
即
日
一
一
一
一
一
万
円
同
月
一
一
一
日
残
代
金
三

O
万
五
千
円
を
自
宅
で

受
領
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
履
行
を
為
さ
な
か
っ
た
た
め
、
乙
よ
り
再

一
二
の
督
促
を
受
け
る
や
、
四
月
一
一
日
履
行
の
意
思
の
な
い
の
に
乙
を
五

能
線
T
駅
に
案
内
し
同
駅
で
了
を
し
て
林
倫
四
一
一
一
一
箱
の
貨
車
積
を
為
さ

し
め
之
に

N
駅
行
の
車
岡
田
を
挿
入
せ
し
め
、
恰
も
林
機
五

O
O
箱
を

N
駅

迄
発
送
手
続
を
完
了
し
着
荷
を
待
つ
の
み
の
如
く
乙
に
示
し
て
そ
の
旨
乙

を
し
て
誤
信
さ
せ
、
乙
が
安
心
し
て
帰
宅
す
る
や
そ
の
履
行
を
為
さ
ず
、
図

て
債
務
の
弁
済
を
免
れ
以
て
財
産
上
不
法
の
利
益
を
得
た
も
の
で
あ
る
。

ーー

こ
れ
に
対
し
、
弁
議
人
は
、
甲
に
は
詐
欺
罪
の
犯
意
な
く
、
従
っ
て
、

原
判
決
は
、
詐
欺
罪
が
成
立
し
な
い
に
も
拘
ら
ず
採
証
の
法
則
を
誤
り
事
実

を
誤
認
し
た
も
の
で
あ
る
と
控
訴
す
る
。

然
し
、
原
判
決
は
右
の
控
訴
趣
意
に
対
し
、
被
告
人
甲
の
犯
意
を
認
定

し
、
控
訴
を
棄
却
す
る
(
昭
和
二
七
年
五
月
九
日
仙
台
高
裁
秋
田
支
部
判
決
)

O
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そ
こ
で
、
上
奇
人
は
、
大
判
大
一
一
一
二
了
二
二
刑
集
二
・
一
・
五

四
及
び
大
判
昭
四
(
れ
こ
四
一
・
昭
四
・
五
・
二
八
の
両
判
決
|
|
財
産
上

不
法
の
利
益
を
得
た
る
者
と
し
て
刑
法
第
二
四
六
条
第
二
項
キ
一
以
て
処
断
す

る
に
は
相
手
方
を
し
て
権
利
の
拘
棄
、
債
務
の
約
束
其
の
他
財
産
上
の
利
益

四
を
授
与
す
べ
き
特
定
の
行
為
を
為
さ
し
め
之
に
因
り
歎
問
者
又
は
第
三
者
に

於
て
財
産
上
の
利
益
を
取
得
し
た
事
実
の
存
在
を
必
要
と
す
る

l
ー
を
引
用

し
、
第
一
審
判
決
及
び
原
判
決
に
は
判
例
違
反
の
違
法
あ
る
と
主
張
す
る
。

軍
こ
の
上
告
趣
意
に
対
し
、
本
判
決
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
す
る
。

「
所
論
は
、
原
判
決
の
判
例
違
反
を
主
張
す
る
け
れ
ど
も
、
控
訴
趣
意

は
、
単
に
犯
意
に
つ
い
て
の
事
実
誤
認
の
主
張
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ

り
、
原
判
決
が
所
論
の
事
項
に
つ
き
法
律
上
の
判
断
を
示
し
て
い
る
も
の

と
は
い
え
な
い
か
ら
、
判
例
違
反
の
論
旨
を
容
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
つ
ぎ
の
理
由
に
よ
り
、
結
局
、
原
判
決
は
破
棄
を
要
す
る
も
の

と
認
め
ら
れ
る
。
〔
中
略
〕
刑
法
二
四
六
条
ご
項
:
;
:
〔
の
〕
界
が
成
立
す
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る
た
め
に
は
、
他
人
を
欺
閉
し
て
錯
誤
に
陥
れ
、
そ
の
結
果
被
欺
問
者
を

し
て
何
ら
か
の
処
分
行
為
を
為
き
し
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
自
己
叉
は
第

三
者
が
財
産
上
の
利
益
を
得
た
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

Q

し
か
る
に
、

右
第
一
審
判
決
の
確
定
す
る
と
こ
ろ
は
、
被
告
人
の
欺
悶
の
結
果
、
被
害

者
〔
乙
〕
は
錯
誤
に
陥
り
、
「
安
心
し
て
帰
宅
」
し
た
と
い
う
K
す
ぎ
な
い
。

同
人
の
側
に
い
か
な
る
処
分
行
為
が
あ
っ
た
か
は
、
同
判
決
の
明
確
に
し

な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
右
被
欺
問
者
の
行
為
に
よ
り
、
被
告

人
が
ど
ん
な
財
産
上
の
利
益
を
得
た
か
に
つ
い
て
も
同
判
決
の
事
実
摘
示

に
お
い
て
、
何
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
同
判
決
は

「
因
て
債
務
の
弁
済
を
免
れ
」
と
判
示
す
る
け
れ
ど
も
一
、
そ
れ
が
実
質
的

に
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
、
不
分
明
で
あ
る
と
い
う
の
ほ
か
は
な
い
。

あ
る
い
は
、

同
判
決
は
、
〔
乙
〕
が
、
前
記
の
よ
う
に
誤
信
し
た
当
然
の

結
果
と
し
て
、
そ
の
際
、
履
行
の
督
促
を
し
な
か
っ
た
乙
と
を
、
同
人
の

処
分
行
為
と
み
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
す
で
に
履
行
遅
滞

の
状
態
に
あ
る
償
務
者
が
、
欺
問
手
段
K
よ
っ
て
、

一
時
債
権
者
の
督
促

を
免
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
た
だ
そ
れ
だ
け
の
乙
と
で
は
、
刑
法
-
一
四
六

条
二
項
に
い
う
財
産
上
の
利
益
を
得
た
も
の
と
い
う
乙
と
は
で
き
な
い
。

そ
の
際
、
債
権
者
が
も
し
欺
悶
き
れ
な
か
っ
た
と
す
れ
ぼ
、
そ
の
督
促
、

要
求
に
よ
り
、
債
務
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
履
行
、
あ
る
い
は
、
乙
れ
に

代
り
ま
た
は
こ
れ
を
担
保
す
べ
き
何
ら
か
の
具
体
的
措
震
が
、
ぜ
ひ
と
も

行
わ
れ
ぎ
る
を
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
え
る
よ
う
な
、
特
段
の
情
況

が
存
在
し
た
の
に
、
債
権
者
が
債
務
者
に
よ
っ
て
激
闘
さ
れ
た
た
め
、
右

の
よ
う
な
何
ら
か
具
体
的
措
置
を
伴
う
督
促
、
要
求
を
行
う
乙
と
ぞ
し
な

か
っ
た
よ
う
な
場
合
に
は
じ
め
て
、
債
務
者
は
一
時
的
に
せ
よ
右
の
よ
う

な
結
果
を
免
れ
た
も
の
と
し
て
、
財
産
上
の
利
益
を
得
た
も
の
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
ω

と
こ
ろ
が
、
本
件
の
場
合
に
、
お
の
よ
う
な
特
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料

別
の
事
情
が
寄
在
し
た
こ
と
は
、
第
一
審
判
決
の
何
ら
説
示
し
な
い
と
こ

ろ
で
あ
る
し
、
記
録
に
徴
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
事
情
の
存
否
に
つ
き

資

必
要
な
審
理
が
尽
さ
れ
て
い
る
も
の
と
は
、
と
う
て
い
認
め
が
た
い
。
び

っ
き
ょ
う
、
本
件
第
一
審
判
決
に
は
、
刑
法
二
四
六
条
ご
項
を
正
解
し
な

い
た
め
の
審
理
不
尽
、
理
由
不
備
の
違
法
が
あ
る
も
の
と
い
う
べ
く
、
同

判
決
お
よ
び
ー
乙
れ
を
支
持
し
て
控
訴
を
棄
却
し
た
原
判
決
は
、
刑
訴
四
一

一
条
一
号
に
よ
り
破
棄
を
免
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
」

判
旨
賛
成
だ
が
、
判
旨
を
補
足
す
る
必
要
を
認
め
る
。

〔
評
釈
〕判

例
違
反
主
張
の
上
告
趣
意
に
つ
い
て
の
判
断
に
関
し

に
つ
い
て
は
、
判
旨
に
附
加
す
べ
き
も
の
は
な
い
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
原
判

決
は
、
犯
意
に
つ
い
て
の
事
実
誤
認
を
主
張
す
る
控
訴
趣
意
に
対
す
る
判
断

を
示
せ
ば
足
り
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
原
判
決
に
つ
ぎ
詐
欺
罪
成
立
要
件
に

関
す
る
判
例
違
反
を
主
張
し
て
も
、
そ
れ
は
、
控
訴
審
に
お
い
て
主
張
・
判

断
の
な
い
事
項
に
つ
い
て
の
判
例
違
反
の
主
張
で
あ
り
、
刑
訴
法
四

O
五
条

の
上
告
理
由
と
は
な
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
ハ
乙
の
点
に
つ
い
て
は
、
判
例

」
の
戸
川

の
確
立
す
る
所
。
最
判
昭
二
五
・
五
・
二
刑
集
四
・
七
問
一
一
、
最
判
昭
二
六
・

三
了
二
七
刑
集
五
・
六
九
五
、
最
判
昭
三

0
・
一
了
一
八
刑
集
九
・
一
二
三
二
、

と
い
っ
て
も
、
刑
訴
法
四
一
一
条
一
号
、
を
適
用
す
れ
ば
、
原
判
決
般
棄
は
可

能
で
あ
る
(
と
の
点
に
つ
き
、
平
野
龍
了
刑
評
二
一
・
九
一
二
、
九
四
参
照
、

本
判
決
は
、
こ
の
点
か
ら
破
棄
を
為
し
た
も
の
で
あ
る
。

ーー
破
棄
理
由
と
な
っ
た
「
処
分
行
為
」
と
「
財
産
上
の
利
益
」
と
の
解

釈
に
つ
い
て

第
一
審
判
決
(
及
び
乙
れ
を
維
持
し
た
原
判
決
〉
は
、
乙

が
錯
誤
に
陥
り
「
安
心
し
て
帰
宅
」
し
た
と
い
う
事
実
と
、
「
困
て
債
務
の

弁
済
を
免
れ
以
て
財
産
上
不
法
の
利
益
を
得
た
」
と
い
う
こ
と
と
を
結
合
し

得
る
も
の
と
考
え
、
二
項
-
詐
欺
罪
に
問
う
て
い
る
。
即
ち
、
「
安
心
し
て
帰
宅
」

を
単
純
に
「
処
分
行
為
し
と
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
「
処
分
行
為
」

と
「
財
産
上
不
法
の
利
前
」
と
を
結
合
し
得
る
が
故
に
、
二
項
詐
欺
罪
の
成

立
要
件
た
る
、
款
問
|
鈴
誤
|
処
分
行
、
為
|
財
産
上
不
法
の
利
益
と
い
う
一

連
の
つ
な
が
り
を
充
た
し
得
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
だ
が
、
し
か
し
、
「
安

心
し
て
帰
宅
」
し
た
と
い
う
事
実
を
捉
え
て
、
単
純
に
「
処
分
行
為
」
あ
り

と
称
え
る
と
と
が
で
ま
ょ
う
か
。
判
旨
が
、
こ
の
点
に
つ
き
疑
惑
を
感
じ
た

こ
と
は
、
ま
こ
と
に
正
当
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
「
処
分
行
為
」
は
、

行
為
|
錯
誤
l
処
分
行
為
!
財
産
上
不
法
の
利
益
と
い
う
一
連
の
つ
な
が
り

の
一
環
と
し
て
位
置
を
占
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
て
も
理
解
し
得

一
方
に
お
い
℃
は
、
錯
誤
に
直
結
し
、
他
方
に
お
い
て
は
、
財

政
上
の
不
法
の
利
益
に
宿
援
に
結
合
し
得
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

る
よ
う
に
、

(
平
場
安
治
・
「
詐
欺
罪
に
お
け
る
被
欽
問
者
の
処
分
行
為
」
・
法
学
論
叢
六

。
巻
一
、
ご
号
五
=
一
頁
以
下
参
照
c

)

。
そ
れ
放
に
、
「
処
分
行
為
」
と
称
し
得

る
た
め
に
は
、
被
歎
問
者
に
お
け
る
何
ら
か
の
行
為
が
欺
問
者
或
い
は
第
三

者
(
勿
論
、
欺
問
者
と
関
連
あ
り
)
に
「
財
産
上
不
法
の
利
益
」
を
与
え
得

- 86ー
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る
程
度
に
到
達
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
も
し
、
こ
の
よ
う
な
程
度

に
達
し
て
い
な
い
と
き
に
は
、
「
処
分
行
為
」
と
「
財
産
上
不
法
の
利
益
」
と

の
つ
な
が
り
は
切
断
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
従
っ
て
、
二
項
詐
欺

既
遂
の
要
件
は
満
た
し
得
な
い
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
(
勿
論
、
未
遂
を

考
え
得
る
余
地
は
残
さ
れ
て
い
る
)
。
本
件
は
、
綾
上
の
「
処
分
行
為
」
と

「
財
産
上
不
法
の
利
益
」
と
の
密
接
な
結
合
と
い
う
角
度
か
ら
、
な
に
よ
り

も
ま
ず
、
「
処
分
行
為
」
の
存
否
を
確
か
め
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も

拘
ら
ず
、
第
一
審
判
決
は
、
「
安
心
し
て
帰
宅
」
し
た
と
判
示
す
る
に
止
ま

り
、
判
旨
の
言
を
か
り
れ
ば
、
「
い
か
な
る
処
分
行
為
が
あ
っ
た
か
は
、
同

判
決
の
明
確
に
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
」
。
判
官
が
と
の
点
に
つ
き
特
段
の

考
慮
を
払
い
、
「
処
分
行
為
」
の
性
格
を
明
確
に
し
よ
う
と
し
た
態
度
は
、
正

当
で
あ
る
。本

判
決
は
、

ま
ず
第
一
に
、
「
安
心
し
て
帰
宅
」
し
た
と
い
う
事
実
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か
ら
、
た
だ
単
に
、
履
行
遅
滞
に
陥
っ
て
い
る
甲
に
対
し
一
時
督
促
を
や
め

た
と
い
う
だ
け
の
意
味
し
か
認
め
得
な
い
も
の
と
す
れ
ば
、
一
時
督
促
を
免

れ
た
に
過
ぎ
な
い
者
は
、
支
払
免
除
の
利
益
と
か
具
体
的
な
権
利
を
得
た
利

、.、，、.、.、.

益
と
は
質
的
に
見
て
同
一
水
準
上
に
論
じ
得
な
い
と
こ
ろ
の
、
言
い
の
が
れ

に
よ
っ
て
当
日
は
支
払
せ
ず
に
済
ん
だ
と
い
う
程
度
の
利
益
(
こ
れ
を
利
益

と
称
し
得
る
か
、
問
題
だ
が
)
し
か
得
て
い
な
い
、
こ
の
よ
う
な
場
合
を
目

し
て
、
「
困
て
債
務
の
弁
済
を
免
れ
以
て
財
産
上
不
法
の
利
益
を
得
た
も
の
」

、、

と
称
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
だ
か
ら
、
か
か
る
角
度
か
ら
の
み
考
察
す
れ

ば
、
「
処
分
行
為
」
は
存
在
し
な
い
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い

う
こ
と
を
判
示
す
る
と
一
言
、
え
よ
う
。
も
し
、
こ
の
点
に
止
ま
っ
て
更
に
論
理

を
民
間
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
従
来
の
判
例
の
態
度
を
踏
襲
す
る
に
止
ま
り
、

な
ん
ら
の
特
段
の
意
義
も
持
ち
得
な
い
と
い
え
よ
う
(
例
え
ば
、
債
権
者
ぞ

欺
問
し
て
「
債
務
の
免
脱
L

を
得
た
行
為
(
大
判
明
四
二
・
二
了
一
一
一
一
刑
録

一
五
・
一
九
七
九
)
、
欺
問
手
段
を
施
し
提
供
す
べ
き
証
拠
金
を
提
供
し
な
い

で
「
売
買
取
引
L

を
し
た
行
為
(
大
判
明
四
三
・
一
一
・
一
七
刑
録
一
六
・

一
九
九
九
〉
、
欺
問
手
段
を
施
し
「
宿
泊
料
支
払
の
免
除
ぞ
承
諾
」
さ
せ
た
行

為
(
大
判
大
ご
(
れ
〉
ご
五
山
一
大
二
了
二
・
一
七
新
聞
九
二
五
・
一
一
七
〉
、

欺
悶
手
段
を
施
し
債
権
を
株
式
に
振
替
え
る
こ
と
を
承
諾
さ
せ
「
一
時
不
法

げ
い
債
務
の
履
行
を
免
れ
た
」
行
為
(
大
判
大
四
・
=
了
五
刑
録
一
二
・
二
五

四
)
、
欺
問
手
段
を
施
し
他
人
を
し
て
「
所
有
権
の
移
転
を
承
諾
す
る
意
思

表
示
を
さ
せ
た
」
行
為
(
大
判
大
四
・
七
・
ご
七
刑
録
一
一
一
-
一
一
一
一
一
一
一
〉
、

電
気
計
量
器
の
指
針
を
逆
廻
転
さ
げ
た
情
を
秘
し
検
針
員
を
誤
信
せ
し
め

「
電
気
料
金
の
支
払
ぞ
免
れ
た
」
行
為
(
大
判
大
九
・
三
・
二
九
刑
集
二
ニ
・

三
三
五
)
、
無
効
の
定
期
乗
車
券
争
有
効
な
る
か
の
如
く
書
き
改
め
駅
係
員

に
呈
示
し
「
乗
車
を
容
認
さ
せ
た
」
行
為
ハ
大
判
大
二
了
二
・
一
五
刑
集

一
一
・
七
八
)
、
欺
問
手
段
を
施
し
「
支
払
の
猶
予
を
得
た
」
行
為
ハ
大
判
昭
八
・

ム
ハ
・
ご
九
刑
諜
一
一
一
・
一

O
一
一
一
一
)
を
見
ら
れ
よ
)

0

と
い
う
わ
け
は
、
従
来
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料

の
判
例
を
通
し
て
、
錯
誤
に
陥
っ
た
相
手
方
の
「
特
定
の
行
為
」
に
困
っ
て

一
時
的
に
過
ぎ
な
く
と
も
単
な
る
履
行
の
言
い
逃
れ
と
は
質
的
に
異
な
る
財

資

産
上
の
利
益
(
た
と
え
、
「
外
見
的
の
法
律
上
の
利
益
」
(
前
掲
大
判
大
三
・

一
一
・
一
七
)
で
も
構
わ
な
い
。
〉
を
得
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
場
合
に
お
け

る
被
欺
問
者
の
行
為
は
、
既
に
歎
問
問
者
或
い
は
第
三
者
に
財
産
上
の
利
益
を

与
え
る
に
足
る
行
為
と
称
し
得
る
、
従
っ
て
、
「
処
分
行
為
」
あ
り
と
な
し

得
る
、
と
い
う
こ
と
が
確
立
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
、
本
判
決
は
、
従
来
の
判
例
の
態
度
を
超
え
て
、

一
方
に
お
い

て
は
、
被
歎
問
者
の
行
為
に
「
特
段
の
情
況
」
を
附
加
す
る
と
共
に
、
他
万

に
お
い
て
は
、
「
特
段
の
情
況
」
下
に
お
い
て
の
欺
問
者
或
い
は
第
三
者
の

「
実
質
的
な
」
財
産
上
の
利
益
の
有
無
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
特
段

の
情
況
」
を
結
節
点
と
し
て
「
処
分
行
為
」
の
存
否
を
確
か
め
よ
う
と
図
る
じ

即
ち
、
被
歎
問
者
の
「
特
定
の
行
為
」
と
「
法
律
上
の
利
益
L

と
を
支
点
と

し
て
構
成
さ
れ
て
い
た
「
処
分
行
為
」
に
よ
っ
て
は
賄
い
切
れ
な
い
場
合
の

存
在
す
る
こ
と
に
驚
目
し
て
、
「
処
分
行
為
」
と
「
財
産
上
の
利
益
」
と
の
つ

な
が
り
を
改
め
て
検
討
し
直
す
こ
と
に
よ
り
、
つ
な
が
り
の
限
界
を
指
し
一
ボ

そ
う
と
図
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
本
判
決
の
費
ら
す
意
義
は
大
で
あ
る

と
雷
同
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
確
か
に
、
「
安
心
し
て
帰
宅
」
し
た
と
い
う
客
観
的
事
実
の
み
を
捉

え
る
限
り
に
お
い
て
は
、
本
判
決
も
述
べ
る
よ
う
に
、
「
処
分
行
為
」
を
導

き
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
う
。
則
ち
、
従
来
の
判
例
の
態
度
を
通
し
て
穣

立
さ
れ
た
「
処
分
行
為
」
の
要
素
た
る
「
特
定
の
行
為
」
を
認
め
る
こ
と
は

困
難
で
あ
ろ
う
。
木
判
決
が
「
特
段
の
情
況
」
を

4

導
入
し
た
の
は
、
か
か
る

困
難
を
解
決
す
る
為
に
な
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
然
し
乍
ら
、
判
旨
の

唱
え
る
「
特
設
の
情
侃
」
乃
至
「
具
体
的
措
置
」
と
は
、
一
体
、
何
を
意
味

必
ず
し
も
明
白
な
り
と
は
称
し
難
い
。
】
叉
、
「
特
段
の

情
況
」
と
被
歎
周
者
の
行
為
と
の
闘
係
も
、
明
確
な
り
と
は
称
し
難
い
。
お

よ
そ
、
二
項
詐
滋
罪
の
成
立
要
件
と
し
て
、
処
分
「
行
為
」
を
必
要
と
す
る

す
る
も
の
な
の
か
、

以
上
、
「
安
心
し
て
帰
宅
」
し
た
「
行
為
」
を
処
分
「
行
為
」
と
認
め
る
た

め
の
要
請
と
し
て
、
「
特
段
の
情
況
」
と
い
う
契
機
を
持
ち
出
し
た
も
の
と

考
え
得
る
。
と
す
れ
ば
、
「
特
段
の
情
況
」
は
、
「
一
行
為
」
に
お
け
る
「
特
段

の
情
況
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
も
、
既
に
、
「
安
心
し
て
帰
宅
」
し

た
と
い
う
事
実
を
客
観
的
な
行
為
の
側
面
か
ら
考
察
し
た
だ
け
で
は
、
「
処

分
行
為
」
と
称
し
得
な
い
と
い
う
事
情
も
弁
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
「
行
為
」

に
お
け
る
「
特
段
の
情
出
」
と
は
、
行
為
の
主
観
的
側
面
を
考
察
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
客
観
的
側
面
ど
け
に
注
目
す
れ
ば
処
分
行
為
と
唱
え
得
な
い
よ

う
な
行
為
を
本
来
的
な
立
味
に
お
け
る
処
分
行
為
(
従
来
の
判
例
に
よ
り
予

想
さ
れ
て
い
る
処
分
行
為
)
に
昇
格
せ
し
め
得
る
が
如
き
「
特
段
の
契
機
」

で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
が
4

唱
え
得
る
。
例
え
ば
、
甲
の
履
行
遅
滞

後
相
当
の
期
聞
を
経
た
の
で
、
乙
は
、
今
日
こ
そ
腕
力
に
か
け
て
も
何
と
か
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し
て
貰
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
裁
判
沙
汰
を
も
静
さ
な
い
、
と
い
っ
た
よ

、，、.

う
な
、
強
い
権
利
実
行
の
意
思
を
表
明
し
て
申
と
一
対
し
た
が
、
甲
の
歎
悶
に

よ
り
「
安
心
し
て
帰
宅
」
し
た
と
し
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
じ
め

て
、
甲
は
、
乙
の
強
い
要
求
に
基
づ
ぎ
何
ら
か
の
具
体
的
措
置
(
履
行
と
か

担
保
の
提
供
)
を
講
ず
べ
き
と
こ
ろ
、
「
安
心
し
て
帰
宅
」
し
た
為
に
具
体

的
措
置
に
出
る
の
財
産
的
損
失
を
免
れ
た
と
称
し
得
る
と
共
に
、
乙
の
「
安

心
し
て
帰
宅
」
し
た
行
為
を
「
処
分
行
為
」
な
り
と
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。

判
旨
が
、
「
特
段
の
情
泥
」
と
い
う
契
機
を
持
ち
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
か

か
る
論
理
構
成
を
予
定
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
な
ら
ば
、
附
加
す

べ
き
何
物
も
な
い
。
だ
が
、
も
し
も
、
処
分
「
行
為
」
と
「
特
段
の
情
況
」

、.、.、.

と
の
関
係
に
つ
き
さ
ほ
ど
の
考
慮
を
払
う
こ
と
な
し
に
「
特
段
の
情
況
」
を

持
ち
出
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
「
特
段
の
情
況
」
と
「
処
分
行
為
」
と
の
関
係

に
つ
き
、
更
に
一
考
の
必
要
が
あ
ろ
う
。

ハ
荘
子

邦
雄
・
内
出

文
昭
)

最高裁判所破棄判例研究
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